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〔開議 午前１０時０１分〕 

 

◎◎◎◎    開議宣告開議宣告開議宣告開議宣告    

○議長（能登谷正人君） 本日の出席議員は 15 名です。 

よって定足数に達しておりますので、本日の会議は成立いたしました。 

ただちに本日の会議を開きます。 

本日の議事日程はお手元に配付のとおりであります。 

 

◎◎◎◎    日程第１日程第１日程第１日程第１    会議録署名議員の指名会議録署名議員の指名会議録署名議員の指名会議録署名議員の指名    

○議長（能登谷正人君） 日程第１ 会議録署名議員の指名をおこないます。 

本日の会議録署名議員に安藤辰行君と宮本雅晴君を指名いたします。 

 

◎◎◎◎    諸般の報告諸般の報告諸般の報告諸般の報告    

○議長（能登谷正人君） これより局長に諸般の報告をさせます。 

○議会事務局長（鈴木明美君） おはようございます。ご報告いたします。 

 本日の会議に三澤公雄議員遅刻する旨の届け出がございます。 

 以上でございます。 

 

◎◎◎◎    日程第２日程第２日程第２日程第２    一般質問一般質問一般質問一般質問    

○議長（能登谷正人君） 日程第２ 一般質問を行います。 

 質問は昨日に引き続き、あらかじめ定められた順により、各々45 分以内に制限してこれ

を許します。 

それではまず千葉隆君の質問を許します。 

○12 番（千葉 隆君） 議長、千葉。 

○議長（能登谷正人君） 千葉君。 

○12 番（千葉 隆君） それでは質問通告にしたがい、大綱１つをご質問させていただき

ます。 

障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律の取り組みについて、ご質問させてい

ただきます。この法律は、障害者基本法の基本理念にのっとり、障害者基本法第４条の差

別の禁止の規定を具体化するものとして位置づけられており、障害を理由とする差別の解

消の推進に関する基本的な事項、行政機関等及び事業者における障害を理由とする差別を

解消するための措置等を定めることによって差別の解消を推進し、それにより、すべての

国民が、相互に人格と個性を尊重し合いながら共生する社会の実現に資することを目的と

していますが、平成 28 年４月１日施行になっていることから、八雲町では今後どんな取り

組みを考えているか、お伺いいたします。 

○町長（岩村克詔君） 議長、町長。 

○議長（能登谷正人君） 町長。 
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○町長（岩村克詔君） それでは千葉議員の質問にお答えいたします。 

障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律、いわゆる障害者差別解消法は、障害

を理由とする差別の禁止に関して具体的な規定を示し、それを順守されるための具体的な

措置等を定めることにより、障害者基本法第４条に定められた差別禁止の基本原則を具体

化するもので、全ての国民が障害の有無によって分け隔てられることなく、相互に人格と

個性を尊重しあいながら共生する社会の実現に資することを目的としております。具体的

には障害を理由として、正当な理由なくサービスの提供を拒否するような不当な差別的取

り扱いが禁止となり、また、社会的障壁を取り除くために必要な合理的配慮の提供が義務

化されています。地方公共団体等に対しては不当な差別的取り扱いの禁止、合理的配慮の

法的義務のほか、職員が障害者に対する際に必要な配慮を盛り込んだ職員対応要領の作成

努力義務とされ、相談・紛争防止等の体制整備、啓発活動が義務化されています。 

八雲町の取り組みとしましては、今年度職員向けの障害者差別解消法に関する研修会を

開催し、法の趣旨について周知するとともに、合理的配慮を含めた丁重な対応を求めたと

ころでございます。 

また、４月１日の法の施行に向け、努力義務とされている職員対応要領を作成しており、

３月 22 日と 24 日に職員説明会を開催する予定であります。加えて、啓発活動として町広

報により法の周知に取り組むとともに、毎年開催しております理解促進研修、啓発事業に

よる町民向けの講演会において、障害者差別解消法をテーマに開催する予定をしており、

これらの取り組みにより、法理念の浸透及び障害者差別のない地域づくりを推進してまい

ります。以上であります。 

○教育委員長（宮田千秋君） 議長、教育委員長。 

○議長（能登谷正人君） 教育委員長。 

○教育委員長（宮田千秋君） それでは千葉議員のご質問のうち、学校教育にかかわる部

分について答弁いたします。学校ではすでに平成 25 年の学校教育法施行例の一部改正を受

け、インクルーシブ教育の概念に基づく特別支援教育を展開しております。具体的には町

に設置された八雲町教育支援委員会が中心となって、一人ひとりの障害の状態やニーズに

応じて、就学や環境整備について教育相談を展開しながら支援を行っております。 

また、教育委員会としましても今回施行される障害者差別解消法の趣旨や法施行によっ

て、これまで以上に求められる合理的配慮等については、特別支援教育に関する研修会を

実施する中で触れておりますし、次年度は外部から講師を招聘して、障害者差別解消法そ

のものにスポットを当てた研修会も実施したいと考えております。今後も法の趣旨を十分

に踏まえ、保護者・本人との合意形成をより丁寧に図っていくことで、学校教育を実施し

てまいりますので、ご理解をよろしくお願い申し上げます。 

○12 番（千葉 隆君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 千葉君。 

○12 番（千葉 隆君） 今答弁で職員対応要領を作成をして、職員には３月 22 日、24 日

に研修会を行うということで、法の精神も含めてこれから職員周知を図りながら、町民に
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対しても講演も含めてそういった啓蒙活動をするという答弁でしたけれども。相談・紛争

の体制整備についても法で規定されておりますけれども、自治体の部分としては相談の窓

口をどこに設置をするのか、それから紛争解決の体制をどのように考えているか、まずお

聞きをします。 

○保健福祉課長（三澤 聡君） 議長、保健福祉課長。 

○議長（能登谷正人君） 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（三澤 聡君） まず、１点目の相談窓口についてでございますが、相談

窓口につきましては、今現在もこういう障害者に関する相談というのは保健福祉課の障害

者福祉係の方で窓口として相談を受けております。このことにつきましても、今現在、窓

口としてあります保健福祉課障害者福祉係で同じように対応したいと考えております。 

それから紛争解決というところでございますけれども、法律には障害者差別解消支援地

域協議会というのを国、地方公共団体に設置することというふうに書いてございますけれ

ども、北海道においてはですね、各振興局、渡島総合振興局もそうなんですけれども、こ

の協議会なるものとしてですね、障害者が暮らしやすい地域づくり委員会というのを設置

して、この地域づくり委員会で、それぞれ相談なりで対応するということのお話がありま

した。振興局とのそういうお話の中でですね、この地域づくり委員会を市町村においても

ぜひ利用してほしいというお話もありまして、町としましてはこの地域づくり委員会をこ

ういう紛争解決等の相談、事案があった場合、この地域づくり委員会で協議していただく

というような形で考えてございます。以上です。 

○12 番（千葉 隆君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 千葉君。 

○12 番（千葉 隆君） 障害者差別解消支援地域協議会というものを道の方では圏域で作

るという方針、そしてまた、既存の組織を活用するということから地域づくり委員会をそ

ういった相談解決・解消の機関というか、法整備の中で位置づけをしていると。で、そこ

には専門家を入れるということで、あるいは障害者の人たちもその中に委員として任命を

しながら、障害者自身がそういった解消に向けて努力するような方向性になっていますけ

れども。ようは相談・あるいは紛争については、今のところ道の地域づくり委員会に委ね

るというような状況で、そこの連携を町として考えているということで理解しても良いの

でしょうか。 

○保健福祉課長（三澤 聡君） 議長、保健福祉課長。 

○議長（能登谷正人君） 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（三澤 聡君） その相談の内容についてもいろいろあると思いますけれ

ども、例えば緊急性を要するような、そういうような相談があった場合は、保健福祉課が

各関係機関と連携して、速やかな解決か対応をしたいというふうに思います。ただ、その

地域づくり委員会も常時開催されるということではなくて、定期的に開催されるというこ

ともありますので、そんなに急がないというか、そういう事案については、そこで協議・

相談していくということで考えております。 
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○12 番（千葉 隆君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 千葉君。 

○12 番（千葉 隆君） この障害者差別解消法の具体的場面とか事例というのは単に保健

福祉課だけが担うものでないわけで。教育委員会でもいろいろな取り組みをしますし、あ

るいは総合病院ではどうするんですかだとか、あるいは各窓口で障害者の方々にどういう

対応をしていますかだとか、場面場面によっていろいろな問題が出てきます。で、そうい

った中で、地域づくり委員会だとか圏域で作る差別解消の協議会で取り上げていく問題、

あるいはそこの保健福祉課以外で担当する部分はそこの担当部局で解消するということで。

全職員がある程度そういった解消法の理念だとかということをしっかりと学びながら、そ

して現実的にはそこで解消できる、対応できる、紛争になった場合は自分たちで解決でき

るということになれば、その場その場で対応していかなければならないというふうに思っ

ておりますので、そういったことも含めて今後の研修で成果を出していただきたいなとい

うふうに思います。 

そこで、実はこの障害者を差別という、解消しますという法律なんですけれども。実は

平成 18 年に国連の障害者権利に関する条約というものが、平成 18 年に採択をされていま

す。日本はそれじゃあいつ批准したかというと、平成 26 年なんですよね。この間、なぜこ

れだけ時間がかかっているのか。141 番目に批准しているんですね。要はその間、何をして

きたかと言ったら、障害者の虐待防止法であるだとか、基本法であるとか、総合支援法だ

とかを法整備してきたんですね。で、法整備をして、本当に批准をした時に差別が無いよ

うに、あるいは差別があったらどうするんだということをこの間、何年もかけてやってき

て、そして日本もこの解消法を成立したのは 26 年の１月なんですね。で、３年かけて効力

が出るわけですから、準備期間もあったわけです。つまりは４月１日からもう本番ですよ

というような状況にあるというふうに理解をするべきだと思うんですよね。で、そういう

中でいろいろと、差別はこんなケースであるだとか、こういうものが差別にあたりますよ

だとか、合理的配慮はこういうことが欠けていますよということが、いろんなところに点

在しているのが、実は実態です。ハードの面で、今例えばいろんな八雲町では施設がござ

います。本庁舎もあります。あるいは教育委員会もあるでしょうし、総合病院、それから

図書館、病院、熊石の総合支所もありますし、福祉センター、あと落部の支所もあります

けれども。そういった主要の今言いましたところで、どのような障害者に対してバリアフ

リーになっていないことがあるだとか、あるいはトイレが障害者用の対応になっていない

だとか、そういう課題について今どういうふうに認識をしていますか、各施設で。 

○議長（能登谷正人君） 休憩します。 

 

休憩 午前１０時２１分 

再開 午前１０時２５分 

 

○議長（能登谷正人君） それでは再開いたします。 
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○保健福祉課長（三澤 聡君） 議長、保健福祉課長。 

○議長（能登谷正人君） 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（三澤 聡君） 公共施設のバリアフリー化の状況ということで、平成 26

年３月１日現在で調査したものがございまして。その中で、その調査項目として、手すり

だとか、障害者対応トイレ、スロープ、エレベーター、障害者用駐車場、誘導用ブロック

があるかないかというところで調査しております。で、バリアフリー化がきちんと整って

いるという施設は、例えば図書館だとか、役場については誘導用ブロックが設置されてい

ないと、公民館もそうなんですけれども、設置されていないというところがあります。一

応、保育園だとか学校の方も調査しておりますけれども、バリアフリー化が進んでいない

というところもありました。で、今後この調査実態をもとに、それぞれの施設で検討して

いきたいというふうに考えております。 

○12 番（千葉 隆君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 千葉君。 

○12 番（千葉 隆君） まさに準備期間があったんですけれども、調査もしているけれど

も、現実としてまだバリアフリー化がされていないという現状が今認識をされている状況

ですけれども。やはり、その辺も含めて解消法ですから、解消しなければならないという

ことで、一歩前に進むような計画を作成しながら順次、財政的な問題もあると思いますの

で、取り組みをしていただきたいなと思います。 

１つ、かなり前なんですけれども。15年くらい前ですね、１つ質問したことがございま

す。それはカウンターの問題です。ようは役場の今の本庁舎の窓口業務なんですけれども、

まず立って、町民が来るとどうしても相談窓口の人の方が最初から高いものですから、我々

が行けば上から目線で見られて、というような状況があります。で、そういう立ち位置の

目線の問題ですね。それと今の図書館なんかでしたら、図書の貸し出しでローカウンター

にしていると思うんです。総合病院も改修前の窓口は高かったんですけれども、今はロー

カウンターになっているんですよね。で、やはり一番本庁舎の部分は、総合支所はローカ

ウンターになっているんですね。で、八雲のところは今のままで、もう質問してから 10何

年も、この機会を待っていたんですよ。解消しなければならないって。やはりある程度ど

ういうふうにするのかっていうことになると、車椅子の人が来て書く時に今のカウンター

では使えないんですよ。事例でＱ＆Ａで、例えば労働する部分ですね、例えば車椅子を利

用する人が使用する机の高さを変更し、車椅子を使用したままで机を使用出来るようにす

ることが合理的配慮の提供ということになるんですね。で、今窓口に来て、あの高さでは

車椅子で書くものも書けないような状況。で、もう１つ正面玄関のところの書くところも

あるんですが、ああいうところも高いんですね。それはそれとして、違う場所で提供する

んだという基本的な考え方があるのかもしれませんけれども、今はどこでもローカウンタ

ーでやっていると思うんですよ。だからこそ図書館の改築もそうですし、あるいは総合病

院の窓口も変更している。八雲町の相談窓口、住民生活課もあるだろうし、あるいは税務

の関係の窓口もあるだろうし、料金の支払いもあるだろうし、そういったカウンターの配
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慮について、どう今後検討する予定にありますか。 

○町長（岩村克詔君） 議長、町長。 

○議長（能登谷正人君） 町長。 

○町長（岩村克詔君） 今ですね、千葉議員から本当に大変厳しいカウンターの件。特に

本庁舎のカウンターの件。私も就任していろいろと検討してまいりました。方法とすると

今の床を上げるという部分、そして今のままでカウンターにカットを入れるということで

あり、その費用が高額になるということと、庁舎が老朽化をしているということで、建て

替えということも頭ににらみながら、今考えている最中で、本当に今いい機会をいただき

ましたので、これから前向きに、まだ予算は今年度はついていませんけれども、これから

議会にも諮りながら検討してまいりたいと思いますので、ご理解をいただきたいと思いま

す。 

○12 番（千葉 隆君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 千葉君。 

○12 番（千葉 隆君） 質問してから 10年くらい経っているんですよ。確か長谷川町長さ

んの時で、当時坂本副町長でなくて助役さんが、同じように財政的な部分って言って。で

すから、質問してから今までの間、財政的に無ければ積み立てるなり、目的を解消するた

めに毎年毎年積み上げてくれば解消出来たんですね。そういった反省点も含め、ある程度

検討していくという姿勢がやっぱり必要だと思いますので。対応していく必要をまずご指

摘をして、次の質問に移りますけれども。 

そういったことからすれば、カウンターもそうですし、窓口ではほとんど、公民館もそ

うなんですけれども、部屋になっちゃっているから。要はオープンスペースじゃないんで

すよね。シルバーもそうなんですよね。で、やっぱり窓を開けて誰誰いませんかという光

景があるんですよね。ですから、もう既存で大規模改修が必要だとか老朽化が進んでいる

という部分がありますので、そこのところまで改修しなさいということではなく、今後新

たな施設整備の時には、やっぱりオープン化をしながらそういった対応をしていかなけれ

ば、相談窓口といってもやっぱり他の福祉事務所でしたらオープンになって、ここが相談

窓口ですよということで、玄関に入っていろいろと施設を利用しなくても、ここが相談す

る窓口なんだということがじかに分かるような体制にすることが差別を解消するための、

まず、相談の第一歩だと思いますので、そういう施設整備の基本を考えながら、今後公共

施設の新たな建築にあたっては配慮していただきたいと思います。それで、そういったこ

とも含めてやっぱり解消しなければいけないということで、福祉の関係で駐車場をここの

本庁舎でも正面玄関での駐車場を２つ用意していますけれども。総合病院も当然、たくさ

んの障害がある方が利用しますので、総合病院では障害者の駐車場を正面玄関にというこ

とで全協でも言われていましたけれども。何スペースを総合病院で用意していますか、今。 

○総合病院建設企画課長（沢野 治君） 議長、総合病院建設企画課長。 

○議長（能登谷正人君） 総合病院建設企画課長。 

○総合病院建設企画課長（沢野 治君） 現在のハンディキャップ用の駐車場、サブエン
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トランスに２個、西棟側入り口に３個用意しております。今後、正面玄関の整備の際には、

現在の低層部分、新しく東棟になる部分の正面側に７個ないし 10 個程度のハンディキャッ

プ用を整備したいと考えております。 

○12 番（千葉 隆君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 千葉君。 

○12 番（千葉 隆君） ３か所も用意してもらうということで、さすが総合病院だなと、

合理的配慮にたけている整備の仕方をしているというふうに思いますけれども。医師住宅

ですね、ロードヒーティングなんですね、あそこね。で、合理的配慮をしながら医師住宅

の部分、ロードヒーティングをしたと思いますけれども。そういった費用の財政の部分で

厳しいけれども合理的配慮をしたと。今の総合病院の障害者の駐車場ですね、入口までロ

ードヒーティングにするような合理的な配慮をする予定になっていますか。 

○総合病院建設企画課長（沢野 治君） 議長、総合病院建設企画課長。 

○議長（能登谷正人君） 総合病院建設企画課長。 

○総合病院建設企画課長（沢野 治君） 現在の予定ではロードヒーティング、病院のま

わりには予定はしてございません。 

○12 番（千葉 隆君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 千葉君。 

○12 番（千葉 隆君） なぜ、合理的な配慮をしないのですか。 

○総合病院建設企画課長（沢野 治君） 議長、総合病院建設企画課長。 

○議長（能登谷正人君） 総合病院建設企画課長。 

○総合病院建設企画課長（沢野 治君） 当時の設計段階の部分、ちょっと記録等を読ん

でいないので申し訳ありません、こまいお話は出来ないのですが、基本的にはコストの問

題が大きな理由と考えております。 

○12 番（千葉 隆君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 千葉君。 

○12 番（千葉 隆君） 障害者の人にコストの問題で合理的配慮をしないで、違う場面で

は合理的配慮をして。そういうのを差別とは言わないのですか。 

○総合病院建設企画課長（沢野 治君） 議長、総合病院建設企画課長。 

○議長（能登谷正人君） 総合病院建設企画課長。 

○総合病院建設企画課長（沢野 治君） 医師住宅の部分との比較ということでございま

すが、医師住宅の部分、医師のアメニティを高める、ドクターに良い環境をと、それで勤

務先として選んでいただける総合病院ということで、まず整備をさせていただいておりま

す。病院の部分で今千葉議員のご指摘のとおり、ハンディキャップの方々、特に冬場歩く

のは大変かとは思います。出来るだけ速やかな除雪等を行い、利用される皆さんの利便性

を損なわないような対応を考えたいと思います。 

○12 番（千葉 隆君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 千葉君。 
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○12 番（千葉 隆君） 医師住宅も速やかな除雪を行って、利便性に不自由にならないよ

うな配慮をしたら良かったんじゃないんですか。それと比較して差別だと感じませんか。

なぜ差別してそういうふうにするんですか。 

ようはこれまでは配慮してこなくてもいいんですよ、禁止法がまだ施行されていないん

ですから。４月以降、これまでの議論の中ではそういうふうな対応でも良いんですよ。で

すから、これまでどうだったかということを聞くのではなくて、４月１日以降、合理的配

慮をしながら障害者の人たちにもロードヒーティングをすべきでないですかと聞いている

んですよ。今後どうするのかお伺いいたします。 

○総合病院建設企画課長（沢野 治君） 議長、総合病院建設企画課長。 

○議長（能登谷正人君） 総合病院建設企画課長。 

○総合病院建設企画課長（沢野 治君） 現在の部分、当初の予算をオーバーしない形で

設計委託を建設課の方にお願いしております。ロードヒーティングとなりますと、かなり

の金額が想定され、総工事費に不足も出るものと考えております。今の部分につきまして

は、現状としては厳しいものと考えております。 

○12 番（千葉 隆君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 千葉君。 

○12 番（千葉 隆君） ですから、そういう態度が差別に当たりませんかと聞いているん

ですよ。 

○町長（岩村克詔君） 議長、町長。 

○議長（能登谷正人君） 町長。 

○町長（岩村克詔君） 今ですね、千葉議員から本当にこの４月１日からの施行でありま

す。これは合理的配慮の提供は努力義務とされていますので。今まで総合病院の駐車場に

対しまして、まだ旧本館棟の解体も終わっていませんので、もう少し我々の意見を入れら

れる余地があるようであれば、その辺も含めて検討してまいりますけれども。ただ、私の

経験上大きい駐車場で一部ロードヒーティングをやった場合に、冬場に地面の盛り上がり

だとかいろんな問題も起きてくると確認しておりますので、その辺を含めてこれから検討

してまいりたいと思いますので、ご理解をお願いいたします。 

○12 番（千葉 隆君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 千葉君。 

○12 番（千葉 隆君） 例えば、昨日の質問で、国立病院の話をしていましたけれども。

山の手の国立病院、例えば駐車スペースですから、車椅子の人たちがどうやって降りられ

るのですかっていうと、屋根をつけてずっと伸ばしているんですね。で、何台も止まって

降りて、雨が当らないように、雪が降っても大丈夫なようにっていうことで屋根をかけて

いるんですよ。で、何もロードヒーティングだけがそういうことではなくて、様々なラン

ニングコストの関係もありますからね。だからコストのことであればロードヒーティング

だけではなくて、そういう配慮がどういう施設はどういうふうにしているのかということ

の前向きな答弁があって、配慮していることになるんですよ。予算がないから出来ません
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というのは配慮していることにならないと思うんですよ。一方でしているわけですから。

全体がしていないのなら良いんですよ。一方でしていて、一方でやられていない。で、一

番必要な人にそういうサービスであるだとか、バリアフリーの提供をしていないというこ

とが解消しなければだめだという法律が、差別解消法なんですよ。ですから、何が何でも

私はロードヒーティングしなければ駄目だということで今お話しているのではないです。

どうやったらその人たちが総合病院を利用する時に、そういう配慮がされているかという

視点を持っていろいろと設計変更なり、これから改築なり、そういう視点をしなければな

らないということを、この４月１日以降意識を新たに取り組んでいただきたいなというこ

とで、ご指摘だけをしておきます。ただ、なぜこのロードヒーティングを出したかといっ

たら、多くの町民が、あそこだけにロードヒーティングがあるのはどうなんだろうという

声もあるんですよね。私はいいと思うんですよ、ロードヒーティング。でも、そういう本

当に必要な人にまずロードヒーティングをというのが、やっぱり町民の意識でないのかな

というふうに思いますので、そういうことも教訓にしながら今後取り組んでいただきたい

と思います。で、そういう合理的配慮がどういうふうにしなきゃならないのか。全部が全

部すぐ解消するわけじゃないんですよね。やっぱりどうやったらそういったことが努力し

て出来るのかという視点を皆でもちながら考えるということを、やはりこの施行以降、や

っぱり全体化していくという視点を特に要望しておきたいと思います。まあ、総務省や北

海道でもパンフをネットで出していますので、そういった部分の周知もしながらですね、

それじゃあ自分の職場はどうなんだろう、それから障害者の対応はどうなんだろうという

ことを、もう少し具現化しながら考えていただきたいと思います。 

それで、教育委員会の関係なんですけれども。インクルーシブ教育ということをお話さ

れていますけれども。まず、道教委の特別支援教育課の監修のもとに北海道特別支援教育

振興協議会から出されております教育支援のためのハンドブックを熟知されていますか。 

○学校教育課参事（本庄伯幸君） 議長、学校教育課参事。 

○議長（能登谷正人君） 学校教育課参事。 

○学校教育課参事（本庄伯幸君） 大変申し訳ありません、そのハンドブックにつきまし

ては私まだ読んでいませんが、そういった趣旨のことについては他の研修等々で把握して

いるつもりであります。 

○12 番（千葉 隆君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 千葉君。 

○12 番（千葉 隆君） インクルーシブ教育ということがどうのこうのとか、教育執行方

針も含めてされていますけれども。まず、道教委の関係はこのハンドブックを見てですね、

今の教育をどういうふうにインクルーシブ教育に繋げるかということが、まさに問われて

いる。それが差別解消法のいろいろと課題を解消する１つだと思うので、やはり研修機会

も含めて、まだ読んでいないということなので、議論することも叶わないのかなと思うの

ですけれども。まず、あるということで、その辺教育委員のみなさんも一読していただき

たいと思います。それで、インクルーシブ教育って委員長も答弁でお話をしていますけれ
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ども、どういう理解をしていますか。 

○教育委員長（宮田千秋君） 議長、教育委員長。 

○議長（能登谷正人君） 教育委員長。 

○教育委員長（宮田千秋君） 障害のある子どもを含むすべての子どもに対して、子ども

一人ひとりの教育的ニーズに合った適切な教育的支援を通常の学級において行う教育のこ

とであります。 

○12 番（千葉 隆君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 千葉君。 

○12 番（千葉 隆君） 実はこの課題というのは、私も議員になる前に北海道の福祉を実

現するということで、全道域で発起人、賛同者を作って 25 年くらい前に運動をしていまし

た。で、当時何年か経ってですね、１つの課題があって、個人名出してもいいと思うんで

すけれども、山崎めぐみさんという人がいて、衆議院議員選挙に出てちょっと会ったんで

すけれども。彼女が当時は特別支援学級と言っていなくて、特殊学級と言っていた時代な

んですけれども、普通学級に通いたい、普通学級で健常者のみなさんと一緒に学びたいと

いうことで、私も何回も道教委に賛同者の１人として行きました。その時には車椅子なの

で、高学年になったらエレベーターがないから階段で上がれないだろうだとか、トイレど

うするんだろうとか、そういうことが障壁となって普通学級に行けなかったんです。それ

をトイレを改修してください、昇降機付けてくださいという運動をしながら普通学級目指

していった運動をしていた経験があります。で、最近、教育執行方針の時に、このインク

ルーシブ教育というものの実践をするという八雲町の教育方針が出た時には、かなり前だ

ったけれども、何十年もかかってやっぱり北海道の教育も進んで、その方針に変わって、

この法が出来て実現がだんだん誰もがというような状況になりつつあるなというのを実感

をさせていただいております。 

別な機会の時に局長もそうなんですけれども、ちょっと国立の問題があって、ＪＲに電

動車椅子の昇降機に乗れないのかということで、一緒にＪＲの八雲駅に何回かお邪魔をし

たんですけれども。最初に相談があった時には、そこに試験でも乗せてくれないから、な

んとか議連で何とかしてくれないかということで、局長が窓口になって実際に車椅子を持

って行って、乗れるか乗れないかということも去年検証させていただきました。やっぱり

そうやって実践することによって、インクルーシブの教育というのが進行していくと思う

んです。 

で、その中で、このカラフルという個別の支援計画に基づいて支援計画をするというふ

うな答弁だったんですね。で、この個別にするということは良いことだと思うんです。だ

けどこれ実際開いてみた時に、高齢者福祉とか、障害者福祉の例えば計画の部分でいうと、

ケースシートだとか病歴だとかそういう類いなんですね。個別の支援計画というのは、い

つも行政評価でもＰＤＣＡサイクルでやりますよと、計画を作って、検証して、どうやっ

て支援をするんだと。で、この中にこれだけでは、ようは具体的に誰に対してどんな支援

をするのかという課題の明確化と、そして今の時点で何をすべきかということの支援の内
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容ですね。そしてそれを誰がするのかということが明確化されていないんですけれども。

それを実現して初めて支援をする計画になると思うんですけれども、どのようにこのカラ

フルを評価しますか。 

○議長（能登谷正人君） 休憩いたします。 

 

休憩 午前１０時５３分 

再開 午前１０時５４分 

 

○議長（能登谷正人君） 再開いたします。 

○学校教育課参事（本庄伯幸君） 議長、学校教育課参事。 

○議長（能登谷正人君） 学校教育課参事。 

○学校教育課参事（本庄伯幸君） それでは私からお答えいたします。カラフルにつきま

しては本人が常に携帯をして、自分の生涯というか、人生全般にわたってこういう課題が

あって、こういう支援が妥当だというようなことを記していくものでありまして。学校で

の支援等につきましては、さらに学校で個別の支援計画というものを作っておりまして、

それには今議員ご指摘の、誰がいつどのような支援や指導をしていくのかということを各

学校で明記して作るということになっておりますので、それをもとに学校教育の指導は行

っております。以上でございます。 

○12 番（千葉 隆君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 千葉君。 

○12 番（千葉 隆君） 現場でそういう計画を作っているということなんですけれども。

それはそれでどうやったら教職員、あるいはサポートする配置の職員が、そういったニー

ズに基づいて支援をするということで良いんですけれども。一番のまず、こういう作成す

ることもいいんですけれども、まずそこで親の希望だとか、そういった児童の希望だとか、

思いや願いというものを叶えるということをまず基本にして捉えて、どうするかというこ

とになるんですが。実はなかなか教育委員会のみなさんも一番理解をしていると思うんで

すけれども、障害があっても、それをいつの時点で本人やあるいは家族が自覚をして、そ

してこういう障害があるんだ、あるいは病気があるんだということを分かっていてもそれ

に対応しない、そうしなければそういう自覚というのか意識というのか、逆に障害という

ものを受け入れることが出来なければ、こういうものを作成出来ないんですね。ですから

第一歩は、そういう受け入れたくないとうことで何年もずっと経過して、15 歳、16 歳まで

なかなかそういうことに至らないというケースが相当あると思うんですけれども。そうい

うケースありませんか。 

○学校教育課参事（本庄伯幸君） 議長、学校教育課参事。 

○議長（能登谷正人君） 学校教育課参事。 

○学校教育課参事（本庄伯幸君） 今、議員ご指摘のとおり、本人告知だとか保護者告知

することというのは非常に大きな課題でありまして、やはりその障害の有無だとかという



- 84 - 

 

ことを認めたくないだとか、認められないだとか、なかなか自分に置き換えて考えられな

いだとかという例もあるというふうに認識しております。ただ、教育委員会といたしまし

ては、そういった障害がきちんと明確になるならないにかかわらず、学校の中において、

本人の生きにくさというのがある場合には、そこは個別に個々に応じた支援をしていかな

ければならないというふうに学校には指導をしているところでございます。以上です。 

○12 番（千葉 隆君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 千葉君。 

○12 番（千葉 隆君） 何年か前にもそういった事例が起きた問題もあったんですね。や

っぱりその辺、こういう解消法が出来たということで、やっぱり学校現場でカラフルを作

れるのであれば、それに沿って現場で支援をしていくという、そういった活用を出来るん

ですけれども。それ以前の課題については、逆にこれに至らないケースというのは、いろ

いろな、逆に言えば支援をする側も相当課題を抱え込んで現場にいるわけですよね。で、

当然支援をされるべき児童もこういうケースによらない部分よりも、明確になかなか個別

支援計画を作りづらい。なぜかというと親も協力してもらえない、同意されていないから。

実際はね。こういう障害があるということを認識して、情報を集めて同じ認識を持てたら

支援は出来るけれども。一方支援する側は認識がある、そうでない家族は認識がない。そ

のずれの中では、一番大変だと思うんですよね、現場でね。やっぱりその辺をどういうふ

うに克服するかということを改めて検討していただきながら、今後の施行以降取り組む必

要があると思いますので、その辺を十二分に配慮していただきたいと思います。 

それで、もう一度インクルーシブっていう教育の問題ですけれども。教育委員長も障害

が有る無しにかかわらず普通学級で教育できるものであれば、共に教育をする。その理念

を大切にしたいとありますけれども。その第一歩が、例えば特別支援学校に通っているだ

とか、あるいは住んでいる地域に特別支援学級が無いだとかという時には学校が変わるん

ですね。住んでいるところと。それじゃそのまま重度の人だとかもいますので、そこの普

通学級に絶対に通えないと、普段は。ということもありますし、保護者の方々もそういう

ことを望む人もおります。全部が全部普通学級ということにはならないと思います。そう

いう方々の中にはやっぱり学籍の問題あるんですね。やっぱり学籍というのは一元化とい

う問題なんでしょうけれども、ここの支援学校に行ったり、支援学級に行ったら学籍はそ

この学籍なんですよね。で、なぜこの学籍ということを使うかと言ったら、入学式だけは

保育所の時代は一緒に保育所に通っていたけれども、小学校になるとどこどこに行かない

とならないと。だからそこの入学式なんですよと。学籍がそこにあれば、第１の学籍ある

いは復籍があれば、入学式だけは地域の部分。卒業式だけは地域の学校の卒業式に参加で

きるというようなことも考えられるんですけれども。そういったインクルーシブの教育理

念を第一に考えた時に、そういった取り組みは可能だと思うんですけれども。見解を伺い

ます。 

○学校教育課長（荻本和男君） 議長、学校教育課長。 

○議長（能登谷正人君） 学校教育課長。 
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○学校教育課長（荻本和男君） ただいまのご指摘のあった部分につきましては、これま

でそういう視点で検討したことが今までございませんので、今後検討課題と言いますか、

内部で可能かどうかの判断を含めて研究させていただきたいと思います。 

○12 番（千葉 隆君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 千葉君。 

○12 番（千葉 隆君） 今、検討していただけるということなので、例えば今は象徴的に

入学式だとか、あるいは卒業式ということで言いましたけれども。例えば地方の小さい学

校で地域で運動会やっているだとか、地域で文化祭やっているとか、そういう地域性の濃

い学校もあるんですね。で、そういうところに、逆にそういう時だけでも、親は地域の部

分だから参画しているけれども、自分の子どもはそういう違う学校に現実的に行っている

から参加出来ないという場面もあると思うんです。だからそういうことをどう言ったら実

践できるのか。地域の人から、あるいはそういう利用者の人から声が上がって初めて研究

するのでなくて、そういうことが可能ですよと、そういう取り組みがまさにインクルーシ

ブ教育の方針ですよと。ですから、もしもそういう希望があるのであれば、いつでも自分

たちはそういう協力をしますよということを学校に浸透させて初めて、そういう理念とい

うのが実践されると思うんです。そういったことも含めて検討してもらえるでしょうか。 

○学校教育課長（荻本和男君） 議長、学校教育課長。 

○議長（能登谷正人君） 学校教育課長。 

○学校教育課長（荻本和男君） 今、千葉議員からありました様々な可能性を含めて、内

部で検討させていただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（能登谷正人君） 以上で千葉隆君の質問が終わりました。 

 暫時休憩します。 

 

休憩 午前１１時 ５分 

再開 午前１１時１５分 

 

○議長（能登谷正人君） 休憩以前に引き続き会議を開きます。 

 次に佐藤智子君の質問を許します。 

○１番（佐藤智子君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 佐藤さん。 

○１番（佐藤智子君） それでは１つ目、質問いたします。 

どうする地方創生。各地の予算編成の新聞報道をみると、地方創生にからんで、子育て・

結婚・出産等、少子・高齢化対策に力を入れていますが、当町はどのようなお考えでしょ

うか。伺います。 

○町長（岩村克詔君） 議長、町長。 

○議長（能登谷正人君） 町長。 

○町長（岩村克詔君） 佐藤議員の１つ目のご質問にお答えいたします。八雲町総合戦略
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においては、雇用の創出を図ることを基本目標の第一に掲げ、働く機会と働く人を作るた

めの施策の推進に努力しているところであります。働くということを保証するためにも、

子育てしやすい町をつくることが大変重要であり、基本目標の第二にこれを掲げ、妊娠・

出産・子育ての切れ目のない支援をすることとしております。当町といたしましては、こ

の度策定した八雲町まち・ひと・しごと総合戦略に沿って、これらの基本目標の実現に向

けて努力してまいりたいと考えております。子育て支援の推進につきましては、平成 28年

度は５カ年の子ども子育て推進事業計画の２年目にあたりますが、計画に基づき、子育て

支援事業を展開してまいります。子育て支援センターでは未就学児の一時預かり事業の実

施とともに、子育てに関する相談や地域に出向いた活動、また、子育てサークルの育成や

交流などを通して子育て支援の充実に努めており、今後も継続してまいります。子ども発

達支援センターは、発達の遅れや障害のある児童とその家族への支援のため、療育事業の

推進や育ちと学びの応援ファイル「カラフル」の活用の定着を図りながら、関係機関との

連携・協力により、適切な発達支援や相談支援に努めてまいります。また、障害があって

も保育を受ける権利を保障するため、障害児保育事業を実施し、障害児保育を実施する保

育園を支援してまいります。安心して子育ての出来る環境を整備し、健やかに成長した子

どもたちがやがて八雲町の産業の担い手となり、まちづくりを推進する人となっていくよ

う、この総合戦略の事業を着実に推進してまいりたいと考えております。よろしくお願い

をいたします。 

○１番（佐藤智子君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 佐藤さん。 

○1 番（佐藤智子君） 町政執行方針に書かれていた内容であったかと思います。 

 で、町長は他町の動向というのはあまり気にならないのでしょうか。ちょっと他の町村

の事例を紹介させていただきます。知内町は２人目から保育料無料化をやるということで

ございます。それから福島町では学校給食無料化、保育料や学童保育の無料化も新たに実

施するという新聞報道でございます。厚沢部町では不妊治療助成費を計上いたしました。

長万部は、もしかしたら八雲の方が財政的には豊かだというふうに数字上は出ていると思

いますけれども、子育て支援として第二子以降の保育料無料化を謳っております。で、そ

の他に森町も凄いんですけれども、子育て対策で不妊治療の助成事業、小中学生の修学旅

行費、原則全額分を負担する。今金では高校生までの医療費無料化、不妊治療費の助成な

ど、少子化対策に力を入れております。で、３つやはり大きく要求があると思うんですよ

ね。不妊治療費の助成、そして子育ての医療費の問題、そして保育料の軽減。この３つに

対して町長はどのようなお考えですか。 

○町長（岩村克詔君） 議長、町長。 

○議長（能登谷正人君） 町長。 

○町長（岩村克詔君） この保育料と不妊治療、そして医療費無料というのは関連がある、

子育てにとってですね大切なものと考えております。 

○１番（佐藤智子君） 議長。 
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○議長（能登谷正人君） 佐藤さん。 

○１番（佐藤智子君） 思ったより簡単なお答えなので、ずっこけそうになりましたけれ

ども。勿論、大切だというところは認識が一致するということで、まず安心しましたが。

それを実際に八雲町でやるかどうかという問題なんですよ。保育料の問題なんですけれど

も、保育料軽減は全道で 40 自治体で行ったという報道がございます。これは２月 24 日の

道新なんですよね。で、2014年、昨年やった市町村は 22 あると。で、在園児の他に 15 年

度以降の入園児も対象にしているのが 18 市町村、近隣では七飯・森・長万部が実施してお

ります。保育料は昨年、大変跳ね上がってしまっています。この問題は子どもが多いほど

所得から一定額を差し引く年少扶養控除、これが新制度の導入に伴い、国が撤廃したこと

によって生じたものなんですよね。このため子どもが３人以上いる世帯の保育料が高くな

ったと。そういう事例が八雲町でもございました。こうした急激な保育料の高騰を防ぐた

めに八雲町でもこうした施策ができると。財源的にも十分そういうものを持っていると思

いますが、いかがお考えですか。 

○町長（岩村克詔君） 議長、町長。 

○議長（能登谷正人君） 町長。 

○町長（岩村克詔君） 先ほど回答した通りですね、このことについては大切なことと認

識しています。 

○１番（佐藤智子君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 佐藤さん。 

○１番（佐藤智子君） 大切だと思うのであれば、やっぱり施策に移していかなければな

らないんでしょうか。もうこういうのは待ったなしです。今現在、保育料が高くて保育園

に預けられないっていう人がいるわけですから。大切だと思うだけじゃなくて、施策に移

せるように検討していただきたいと思いますが。検討していくと思いますから、ちょっと

項目を移しますけれども。 

○議長（能登谷正人君） 移さないで。 

○１番（佐藤智子君） やるかやらないか、じゃあお答えください。 

○町長（岩村克詔君） 議長、町長。 

○議長（能登谷正人君） 町長。 

○町長（岩村克詔君） 言葉足らずでありましたから、もう一度お話します。この件につ

きましては大変私も大事なことだと思いますし、八雲町も人口がどんどん減ってきていま

す。本当にこの出生率を上げ、そして子育てしやすい町として十分に検討していくという

ことで回答いたします。 

○１番（佐藤智子君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 佐藤さん。 

○１番（佐藤智子君） 不妊治療についてはどうでしょうか。私もまわりを見回しますと、

というか、友人・知人とか３人寄れば、その中の１人はやはりお子さんが出来ずに悩んで

いると。で、最近は男性の方の不妊についても厚生労働省、塩崎厚生労働大臣が予算を付



- 88 - 

 

けるという発言をしておりますし、実際に施策の中にあります。で、そうした不妊治療に

ついても国のそうした施策に乗って実施すべきと思いますが、いかがですか。 

○町長（岩村克詔君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 町長。 

○町長（岩村克詔君） 今ですね、佐藤議員からですね、保育料、そして医療費の無料、

さらに不妊治療ということでありますので。この辺もしっかりと内部的に議論をして、ど

のような、これからの八雲町の長期的な財政を見ながら、しっかりと検討していきたいと

考えていますので、ご理解をお願いをいたします。 

○１番（佐藤智子君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 佐藤さん。 

○１番（佐藤智子君） 私たち議会にも提案されましたけれども、昨年の八雲町総合開発

委員会に出された資料が今手元にございます。そこに八雲町人口ビジョン及び総合戦略策

定に係るアンケート調査結果報告書というものが付いております。で、結婚・出産・子育

ての部分を見てみますとですね、やはりアンケート結果にも働く場所というか雇用、それ

が一番先に来るんですけれども、２番目に多いのは、子育てにかかる経済的なものに対し

て支援がほしいということでございます。個別の重点的に取り組むべきことなどの質問に

対する意見についても、子育て世代への支援・医療費補助等というものが最初に来ており

ます。で、アンケートでは目を通したかと思いますけれども、医療費、小学生が高い。そ

れから先ほど出た高度不妊治療への助成金を八雲町からも出していただけるといいと思い

ます。それから、子どもの医療費も小学生になるとかかるため、なかなか病院に行けなく

なるので、中学生になるまでは無料にしてほしいですという声ですとか、子育て支援に重

点を置いてほしい、特に医療費の負担を軽減してほしいと思っています。通院の医療費等。

それから皆さんも頑張っていることは分かりますが、税金をうまく使い、少しでも皆さん

に還元されることを祈るばかりですというご意見もございます。それから子どもの医療費

無償が幼児までだと今後の育児で不安が多いです。子どもが増えても経済的に負担が少な

く済むようになれば、他のご家庭でも子どもが増えると思いますという意見ですとか、小

中学生ころまで医療費免除にならないでしょうか。八雲町は子どもの医療費の負担が大き

すぎる、定期的に病院通いしているのでとても大変という声もございます。で、先ほどの

高度不妊治療への助成金制度を作ってほしい、不妊治療の町からの助成金が必要だという

声もございます。あげていればきりがないんですけれども、勿論、保育料の要望も多数寄

せられております。 

で、検討するって言っていましたけれども、八雲町のこの総合開発委員会に出された総

合戦略策定スケジュールを見てみますと、他の町のような目新しいものが無いんですね。

で、今まで行っているものをそのままやっていくというのがほとんどでございます。で、

何が目新しいかというと、総合子育て支援施設整備事業というものが載せられております。

総合子育て支援施設整備事業、これは妊娠・出産・子育ての切れ目のない支援、それが重

要課題であるとして、子育て世代包括支援センター等による妊娠・出産・子育ての切れ目
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のない支援の実施を行っていくと。これは本当に私も願ってもない内容でございます。こ

の子育て支援施設整備事業というのは、事業期間が 29 年４月から 32 年３月の予定になっ

ておりますけれども、これについては変更はございませんか。そのまま事業としてやって

いくものかどうか確認したいと思います。 

○住民生活課長（山田耕三君） 議長、住民生活課長。 

○議長（能登谷正人君） 住民生活課長。 

○住民生活課長（山田耕三君） 現在の計画では 29 年度から基本構想に入りたいという予

定で考えてございます。 

○１番（佐藤智子君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 佐藤さん。 

○１番（佐藤智子君） これ、事業費がかかるかと言いますと、５年間で７億円となって

おります。で、どうでしょう、７億あれば医療費の無料化、不妊治療、保育料の軽減。こ

れあわせて１億あれば７年間出来ると言うことですよ。この施設を建てることで誰が喜ぶ

と思いますか。 

○町長（岩村克詔君） 議長、町長。 

○議長（能登谷正人君） 町長。 

○町長（岩村克詔君） 佐藤議員の直接の質問なので。誰が喜ぶかというと、やはりそこ

を使う子どもたちが喜ぶということでは思っております。ただ、先ほど議員からご指摘の

とおり、７億円をかけるということの、それと効果もありますので、これから、これは計

画でありますので。これから真剣に我々も議論し、また議会にもご相談をしながら慎重に

進めるべきと考えますので、ご理解をお願いします。 

○１番（佐藤智子君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 佐藤さん。 

○1 番（佐藤智子君） 施設整備しても喜ぶ人が少ないと思うんです。一部の人のものにな

ってしまいかねない。この資金を本当に喜んでもらうためには、先ほどあったアンケート

のように不妊治療の助成をしてほしいですとか、医療費の軽減・保育料の軽減をしてほし

いだとか、そういう町民の声に応える。それこそ少子高齢化対策ではないでしょうか。本

当に有効に喜ばれるお金の使い方をしていただきたいと思い、次の質問に移ります。 

２つ目は、再生可能エネルギー、今後のすすめ方は。ということでお尋ねします。再生可能エ

ネルギーは色々ありますが、当町は酪農のまちとしてバイオガス発電も始まっています。

今後の進め方をどのように考えているのかお伺いいたします。また、町長は廃プラスチッ

クを化学薬品により油化して再利用する構想を持っていたと思います。農家はビニールハ

ウスやプラスチック容器など、漁家はテグスやロープ、うき玉など、プラスチック製品を

多く扱っており、その廃棄物処理が資源活用につながるのであれば一石二鳥であります。

実現の可能性はあるかお伺いいたします。 

○町長（岩村克詔君） 議長、町長。 

○議長（能登谷正人君） 町長。 
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○町長（岩村克詔君） それでは佐藤議員の２つ目のご質問にお答えいたします。再生可

能エネルギーの導入促進につきましては、平成 28年度において町としての総合的な方向性

を提示することにし、これまで町議会を含む関係者の知見の向上と認識の共有を図るため

の研修の場を設けるとともに、去る２月 25 日に町民向けの研修会も開催するなど、準備を

進めております。議員ご指摘の家畜糞尿によるバイオマス発電は、町内では現在２つの法

人経営体で売電を行っており、１つの法人経営体で施設設置の準備を進めていると承知を

しております。なお、バイオマス発電につきましては家畜糞尿処理の１つの形態として、

大規模経営体に適している処理方法となりますが、酪農経営は大規模法人化、個別完結型、

放牧型など、様々な経営規模が混在するため、八雲町で実施するための課題解決に向け、

調査・研究を継続してまいりたいと思います。また、油化を含む廃プラスチックによる発

電や熱利用につきましては、これまで調査を進めてまいりましたが、油化装置のエネルギ

ーを得るためにはその数倍のエネルギーが必要だということもあり、事業化は大変無理と

判断をしております。このように再生可能エネルギーの導入分野に関しましては、農業分

野のバイオマス、生活環境分野における廃棄物の油化ばかりでなく、様々なエネルギー源

と多岐にわたる導入パターンの組み合わせがありますので、この春から実施予定の総合的

な方向性の取りまとめの中で、八雲町の資源ポテンシャル、導入に際しての採算性、持続

可能性などと共に、町民意識なども踏まえ、産業・民生の各部門における導入モデルを検

討してまいりたいと考えておりますので、よろしくお願いをいたします。 

○1 番（佐藤智子君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 佐藤さん。 

○1 番（佐藤智子君） 油化に関しては残念ですね、数倍のエネルギーがかかるということ

で実現には至らないようであります。また、調べてみますとビニール関係とかナイロン関

係とか、また、油化出来ないものもあるということですので、私ももっと勉強したいと思

っております。で、今日は教育委員長の方に答弁は求めていませんので、ちょっと質問と

してはあれなんですけれども。教育的な観点から１つ有効な事がありますので、質問では

ありませんけれども、ちょっとここでお話させていただきたいと思います。神奈川県のあ

る小学校で学校教育に使っていると。給食で出てきたプラを安価なそういう油化装置で、

目の前で石油になっていくのが見えるというのがあります。で、それを今後考えていくの

も子どもたちにとっても良いのではないのかなと、１つ紹介させていただきます。これは

答弁はいりません。 

 で、家畜バイオマスの再利用の問題なんですけれども、先ほど言われましたように、八

雲町では個別でもやっている方もいますし、法人化を取ってやっている酪農企業体もござ

います。で、ＦＩＴっていう売電制度でもってキロワット 42 円で黒字が出ていると。で、

役員にもちゃんと報酬といいますか、配分がされるくらいであると。で、町内でも議会と

か役場職員を対象に畜産系バイオガスプラント導入ガイドブックっていうのも出されて、

研修会も行われましたよね。で、それによりますと士幌町ですとか鹿追町の事例が紹介さ

れています。ともに酪農業で盛んな土地であり、しかも自治体がＪＡと協力して行ってい
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ると。で、八雲町も酪農の町であります。企業体、法人化されたところだけに、そこを参

考にして自治体ぐるみでやるということも考えてはどうかと思いますけれども。いかがで

すか。 

○農林課長（加藤貴久君） 議長、農林課長。 

○議長（能登谷正人君） 農林課長。 

○農林課長（加藤貴久君） 今、議員ご指摘のとおり、バイオガスについては町長の答弁

で申し上げましたとおり、家畜糞尿処理の１つの形態として取り組んでいるというのは事

実であります。今、新エネルギー、再生可能エネルギーという観点から見ている部分もご

ざいますけれども、一次産業、酪農の方から見ると、どうしても処理形態の１つという捉

え方を私たち農林課としてはしております。その中で副産物と得られる売電で、その法人

なり経営体の、複合経営としての中の１つとなればというふうには考えております。で、

議員がご指摘の鹿追町、士幌町の形態でありますけれども、町とＪＡが出資をして、補助

事業等を利用して共同処理施設を設置しているのは、私たちも存じております。視察等も

過去には行っていると思います。 

そういった中で八雲町も今、これから八雲の酪農をどうしていくのかという中で、家畜

糞尿処理、下の方だけではなく、まずは生産の部分からということで、根本的に八雲の酪

農をどうしていくのかということを今、組み立てていくことを 28 年度引き続き考えていく

予定であります。それで本当に八雲としても、そういうふうに１つの個々の農家から集め

て集荷型で処理をするのがいいのか、それとも別な方法がいいのかという部分は、まだ結

論が出ていないところであります。 

個々の経営体の皆さんにおいても、今後の自分たちの経営の中で規模をどうしていくの

かという部分も岐路に立っているところであります。そういった現場のみなさんの声も打

ち合わせをしながら、町やＪＡ関係機関と相談する中でどういう方策が、八雲方式といえ

るかどうか分かりませんが、八雲としてどういうふうに取り組んでいくのが個々の経営の

皆さんのためになるのか。あと、環境にどうやって配慮していくことが出来るのかという

部分を、十分考えていきたいと思っておりますので、よろしくお願いします。 

○１番（佐藤智子君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 佐藤さん。 

○１番（佐藤智子君） 法人化されている企業体のリーダーの方にお聞きしましたら、電

気を売って儲けると言うことではなくて、環境問題、臭いの問題の処理が根底に基盤にあ

るんだということで、それは共通認識になると思うんですよね。で、八雲も広いですから

あまり匂いは気にならないのかなって。どうでしょう。新幹線の駅が春日に予定されてい

ますよね。で、春日も酪農地帯であります。そこで、バイオガス発電なりバイオガス利用

は、そういう環境対策、臭い対策にもなると思うんです。酪農業を今後どのようにしてい

くかということを、企業体も減っていく中で考えていくということでございますけれども。

電気だけではなく、その副産物、肥料になる部分ですとか、敷料に回せる部分ですとか、

そういうメリットもございます。で、これは２月９日の農業新聞に出た記事でありますけ
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れども、家畜糞尿発電を後押しするということで、北海道バイオマスリサーチなど家畜糞

尿によるバイオガス発電の普及を通じて酪農・畜産地帯の振興に繋げるため、新たな団体

を設立するということで、そういうこの間も研修に来た風力発電を手掛ける市民風力発電、

これは札幌市にありますね、で道銀地域総合研究所と、そこと三者が４月にも設立して、

再生可能エネルギーの普及ノウハウを活かすという内容でございます。で、こうしたコン

サルタントもこれから出てくることでございますから、ぜひとも酪農が盛んな八雲町で、

自治体も関与する、そうしたバイオガス発電の事業を進めていただきたいと思います。町

長の今後のお考えをお伺いいたします。 

○町長（岩村克詔君） 議長、町長。 

○議長（能登谷正人君） 町長。 

○町長（岩村克詔君） 今、佐藤議員からバイオマス発電の件についてということであり

ますけれども、再生可能エネルギー全般についてということでよろしいかと考えておりま

す。私も元々、今日は 3.11の５年目ということで、福島の原発の事故を見ても、やはり電

力は再生可能エネルギーで作っていかなければならないだろうと思う一人でありますし、

また、化石燃料ですね、これは石油燃料に頼ることなく、八雲町は風力、そしてバイオマ

ス発電も起きています。それと太陽光、さらにこれから地熱発電も進んでいます。またこ

れから波動、波ですね、波の力、これを八雲町は旧熊石町と合併した町として、大変地理

的には有利だろうということでありますので、これは町を上げてエネルギー、電力を作る

ということに、これから議会とまた住民といろんな協議を持ちながら私は進めていきたい

と考えていますので、ご理解をお願いをいたします。 

○１番（佐藤智子君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 佐藤さん。 

○１番（佐藤智子君） 様々な可能性があると思います。だけどもあれもこれもというの

も出来ないことはあると思いますので、どこに力点を置くのか、内容を絞っていくことも

必要だと思いますので、一言付け加えておきます。 

３つ目です。認知症の人、皆で見守る街にということで質問させていただきます。 

愛知県の認知症の男性が徘徊中に列車にはねられ死亡した事故の裁判で、最高裁は一、

二審の判決をくつがえし、家族に賠償の責任なしと判断しました。当町も認知症に対する

認識を改める部分があるのではないでしょうか。現在の認知症とされている人の人数と対

策についてお伺いいたします。 

○町長（岩村克詔君） 議長、町長。 

○議長（能登谷正人君） 町長。 

○町長（岩村克詔君） それでは佐藤議員の３つ目のご質問にお答えいたします。愛知県

の認知症の男性が外出をし、列車にはねられ死亡した事故の裁判で、老老介護や認認介護

などの在宅介護の実態を踏まえた家族に寄り添う結論が出ました。この判決は認知症家族

の会などの支援活動と認知症の方を介護する家族の声が届いたものと認識しております。 

厚生労働省の推計では、高齢者の４人に１人が認知症の人、またはその予備軍とされ、
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平成 27 年で約 500 万人、平成 37 年で約 700 万人に達することが見込まれています。当町

におきましては平成 27 年 12月末現在で、要介護認定者 1,004 人のうち、日常生活に支障

をきたすような症状、行動や意思疎通の困難さが見られる日常生活自立度２以上と判断さ

れた方は 517 人で、65 歳以上の高齢者人口の 9.6％となっております。当町で昨年、居宅

介護支援事業所に対して実施した調査では、認知症による徘徊の可能性のある方の人数は

10 人に上っており、実際に平成 26 年度に１名、今年度に１名の方が認知症が原因と思われ

る症状で行方不明となっており、認知症の方の見守り活動は重要であると認識しておりま

す。そのため、町や警察署、町内関係機関などが連携し、速やかに発見・保護に繋げるシ

ステムでありますＳＯＳネットワークにつきましては、八雲警察署との協議が整い、現在

ネットワークの構築に向け、関係協力機関への協力依頼を実施しているところであります。

今後はＳＯＳネットワークを通じて関係協力機関に対して、認知症への理解を深めていた

だけるような研修などを開催し、日ごろの見守り意識の向上を図ってまいりたいと考えて

おります。 

また、今年度から認知症などの方を介護する方々が着用して外出することで、周囲の人

に介護中であることを知ってもらい、温かく見守ってもらえるよう、介護マーク入り名札

を配付しており、36名の方に配付しておりますが、そのうち介護家族の配布は４名となっ

ていることから今後も周知に努めてまいります。町は第６期介護保険事業計画の中で、認

知症高齢者対策の推進を重点項目として取り組むこととしており、認知症に対する啓発活

動といたしましては、今年度は認知症講演会を認知症サポーターのフォローアップ講座と

して実施しており、今後も開催してまいります。また、介護予防教室では、認知症予防の

ための講話や予防・早期発見を目的とした体操やレクリエーションや創作活動をプログラ

ムに取り入れ実施しております。平成 20 年に開始しました認知症サポーター養成講座は、

平成 28 年２月末現在延べ 40回、716 人の方々を養成しております。今後は小中学生や高校

生を対象とした講座を開催するなど、住民の方々が認知症の方やその家族の応援者となれ

るよう、積極的に開催してまいりたいと考えております。また、認知症の方やその家族を

支える認知症家族会も、介護負担の軽減を図るため様々な活動を実施しておりますので、

町といたしましても、ますます充実するよう積極的に支援してまいります。今後は早期発

見・早期対応のための体制整備に向け、認知症初期集中支援チームの設置や認知症地域支

援推進員の設置を平成 30 年までに行ってまいります。 

 また、認知症の人やその家族、各専門家や地域住民が集う場所として提供され、お互い

に交流や情報交換をする認知症カフェの実施についても検討してまいりますので、よろし

くお願いをいたします。 

○１番（佐藤智子君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 佐藤さん。 

○１番（佐藤智子君） 前向きな答弁を頂きました。ぜひとも、それらを町ぐるみで実施

出来るようにしていただきたいと思います。徘徊の恐れがある人も 10 人ほどいるとお聞き

しました。以前、山越でいなくなった方を役場の職員の皆さんが一生懸命探しているとこ
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ろを見かけたところであります。八雲町はそういう人を差別しない温かい町であると、私

は思っておりますので。一審、二審ではそうした認知症、特に徘徊する方を危険人物とみ

なす、人に迷惑をかける、そういう判決で、一審では 720 万、二審では 360 万を家族に支

払えという内容でありましたが、今言ったことが進めば八雲でもそうした事故は防げると

思うんです。ただ、１つ、実際に３、４年前にお父様が認知症になって非常に勝手な振る

舞いをすると。どこかに火をつけようとしたり、または小用の方を所かまわずしたり、そ

ういう状態になってしまって、そのお父様に振り回されて、とても自分のうちの仕事が出

来ないから預かってくれということを町に頼んだんですけれども、総合病院でも他の施設

でも受け入れてもらえず、洞爺湖町の施設に仕方なく預けたというお話をそのご家族から

聞きました。で、今後もそうしたことは出てくると思うんです。そうした時に八雲の総合

病院でも、または他の施設で受け入れ拒否にあってしまうのか、その点だけちょっとどう

したらいいのかということでお伺いしたいと思います。 

○保健福祉課長（三澤 聡君） 議長、保健福祉課長。 

○議長（能登谷正人君） 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（三澤 聡君） 今の事例ですけれども、大変、最近そういう事例はうち

の方にもあまり来ていないんですけれども。そういった事例というのは今後もありうると

思います。そういった状況に合わせた形で、どうやって対応するかということになるかと

思うのですけれども。まずは保健福祉課の包括支援係の方に相談していただきたいという

ふうに思います。そこからいろんな病院だとか施設だとかというふうなところと連携を取

って、ご相談に応じたいというふうに考えておりますので、まずは包括支援係の方に相談

ということでよろしくお願いいたします。 

○１番（佐藤智子君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 佐藤さん。 

○１番（佐藤智子君） 相談した結果拒否ということでは困るんです。ですから受け入れ

を出来るような体制をあらかじめ、そういう方はいつ出てくるかわかりません。既に 1、004

人の内 517人認知症と診断されている方がいるわけですから、その中からもう既にいらっ

しゃるのかもしれません。相談できないでいるのかも知れません。そういうことで、あら

かじめそういうことも想定して受け入れ態勢を作っていただきたいと思います。八雲町に

は認知症家族の会リフレッシュクラブというのもあるということで、そこの関口会長が今

月 17 日に徘徊についても話をすると言っていましたので、ぜひともそういうところも会員

が最近入って来なくて困っているということでしたけれども、町ぐるみで認知症とされて

いる方を温かく見守るという、そういう町にするために、そうした家族の会等も含んで施

策を推進していただきたいと思います。 

 以上で質問を終わります。 

○議長（能登谷正人君） 以上で佐藤智子さんの質問が終わりました。 

 暫時休憩いたします。 
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休憩 午後 ０時０１分 

再開 午後 １時００分 

 

○議長（能登谷正人君） 休憩以前に引き続き会議を開きます。 

 次に赤井睦美さんの質問を許します。 

○８番（赤井睦美君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 赤井さん。 

○８番（赤井睦美君） ２つ、質問させていただきます。 

 平成 23 年の東日本大震災から５年を迎えます。被災地全体の死者数のうち 65 歳以上の

高齢者の死者数は約６割で、障がいを抱えた方の死亡率は被災住民全体の死亡率の約２倍

にもなったと言われています。また、消防職員・消防団員、民生委員等、多数の支援者も

犠牲となりました。それらの教訓を踏まえ、平成 25 年の災害対策基本法の改正において、

避難行動要支援者名簿を活用した実効性のある避難支援がなされるよう、取り組み方法等

を指針として示されました。八雲町においても、25年３月に、八雲町災害時要援護者避難

支援プランが策定されましたが、プランの進捗状況と今後の課題と対応について、お伺い

します。 

○町長（岩村克詔君） 議長、町長。 

○議長（能登谷正人君） 町長。 

○町長（岩村克詔君） それでは赤井議員の１つ目の要援護者避難支援プランの進捗状況

と今後の展開についてのご質問にお答えいたします。 

 赤井議員のおっしゃる通り、東日本大震災において多くの高齢者や障害者が犠牲になっ

たことから、高齢者や障害者等の要援護者が円滑かつ迅速に避難するための支援体制を整

えておくことの重要性が見直されました。八雲町としましても国の災害時援護者の避難支

援ガイドラインを踏まえて、本町における要援護者の避難支援対策について、基本的な考

え方や進め方などを定め、自助・共助・公助の役割を明らかにし、要援護者の避難支援体

制の整備を図るため、平成 25 年３月に八雲町災害時要援護者避難支援プランを策定いたし

ました。プランを作成するにあたり、町民皆様のご理解を得るため、町連協・民協等の各

種会議等においてご説明申し上げ、各地の会館等に出向き、町民説明会を実施してまいり

ました。また、地域における要援護者の支援の体制づくりに対しても説明をし、ご協力を

お願いしてまいりましたが、現在までに八雲地域におきましては 12 町内会、熊石地域にお

きましては 19 町内会の計 31 町内会と覚書を締結し、要援護者名簿をお渡ししていますが、

そのうち個別の支援計画まで作成している町内会は３町内会となっております。町として

計画策定時の説明会の取り組みはいたしましたが、その後の取り組みが出来ていなかった

ことがご協力をいただける町内会の数を増やすことの出来ない状況となっているものと思

っております。今後の展開でございますが、この災害時における要援護者の支援体制につ

きましては、各町内会の皆様のご協力が不可欠でございますので、取り組みが不十分であ

ったことを反省し、今後は近く行われます町連協の役員会において、すでに個別支援計画
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を作成している町内会の取り組みの内容などを参考事例にしながら、今後の取り組み方法

について話し合うこととなっておりますので、ご理解をお願いいたします。 

○８番（赤井睦美君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 赤井さん。 

○８番（赤井睦美君） 八雲町の人口の約８％が障害を抱えた方で、その数は全国や全道

の平均に比べると多いと聞いていますけれども。名簿に記載されている人数というのは何

人くらいいるんでしょうか。 

○保健福祉課長（三澤 聡君） 議長、保健福祉課長。 

○議長（能登谷正人君） 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（三澤 聡君） 名簿に掲載している障害者の部分ということでよろしい

でしょうか。 

○８番（赤井睦美君） 全部で。 

○保健福祉課長（三澤 聡君） 名簿に登録されている障害者の部分でいきますと、169 名

というふうになってございます。それから名簿全体としては、あとその他に 75歳以上の世

帯とか、要介護認定者とかございます。それらを合わせて 1,519 名というふうになってご

ざいます。その他に同意を得られなかった部分でございますけれども、そこが全体で 204

名ということになってございます。 

○８番（赤井睦美君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 赤井さん。 

○８番（赤井睦美君） 八雲町のこのプランを見ると、支援業務の推進体制というのがあ

まり明確化されていないように思うんですよね。で、白老町ではこの中にちゃんと町長と

消防長がトップに出て、ここがしっかりと中枢になって、そして関係機関の中に町内会と

か、民生委員とか社会福祉協議会、社会福祉施設なんかがちゃんと入っていて、何かがあ

ったらこうなりますよという図が、誰が見ても分かりやすく書いているんですけれども。

八雲町にはそういうのが私には読み取れなかったんですけれども。支援業務の推進体制は

どのようになっているんでしょうか。 

○保健福祉課長（三澤 聡君） 議長、保健福祉課長。 

○議長（能登谷正人君） 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（三澤 聡君） 八雲町の支援体制ということだと思いますけれども。こ

の八雲町のプランにも記載されているとおりですね、町内会が中心というふうになります

けれども、町内会で支援体制を取り組むと言った場合に町の方に申出をして。 

そういうことじゃないのかな。 

何かがあった時の支援体制ということですか。その、何かあった時の支援体制というと

ころでは、プランの中では記載してございません。支援は個別支援計画というか、その中

で個人に対する支援ということでやっていますけれども、そういう図式というか、そうい

うものは示されておりません。 

○８番（赤井睦美君） 議長。 
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○議長（能登谷正人君） 赤井さん。 

○８番（赤井睦美君） 今のことで言うと、町内会がやるって言えばやりますよっていう

形がここでも読み取れるんですけれども。でも町内会ってそんな高齢者や障害のある方の

命まで責任持てませんよね。やっぱり町が、消防なり町長なりがきちんと連絡体制をこう

いうふうに取りますということが記載されていないと、全部町内会の責任ですって言われ

ては、個別支援計画だって当然ですけれども、町内会にもやるというところには渡して、

それでお願いしますということになるんだけれども。今のを聞いていると、全て町内会の

責任っていうふうに聞こえてしまうんですけれども。町としてそこら辺の責任の在り方み

たいなものは、ここには示していないかもしれないけれども、組織の中ではきちんと持っ

ているんですか。 

○議長（能登谷正人君） 休憩します。 

 

休憩 午後 １時１０分 

再開 午後 １時１１分 

 

○議長（能登谷正人君） 再開いたします。 

○８番（赤井睦美君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 赤井さん。 

○８番（赤井睦美君） 先ほどの町長の答弁の中にも自助・共助・公助の取り組みってお

っしゃっていたんですけれども。やっぱり日常的に自助の取り組みは勿論ですけれども、

自力で避難できない人にとっては共助が何よりも大切だと思うんですね。で、国の方とし

ては共助力の向上ということで、防災・福祉・保健・医療の連携と顔の見える関係づくり、

役割分担、そして研修会の大切さを提唱しています。このプランの策定に当たって何回も

町内会に説明会に行ったり、いろいろとご努力されていることは分かりましたけれども、

策定した後、こうした研修会等は行っているんでしょうか。 

○保健福祉課長（三澤 聡君） 議長、保健福祉課長。 

○議長（能登谷正人君） 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（三澤 聡君） 作成した後の研修会というのは行ってございません。 

○８番（赤井睦美君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 赤井さん。 

○８番（赤井睦美君） 民生委員の方たち何人かにお聞きしたんですけれども、先ほど民

生委員の方とも会議したっておっしゃっていましたけれども、プランを見たことがないと

いう方が何人もいらしていて、それで民生委員の方ってやっぱり、うちの近所に町内会の

無い地域もあるので、やっぱりそこは民生委員の方がカバーしていただかなきゃダメだと

思うんですね。だからせめて最低でもその民生委員の方たちとか、町内会の方と研修会は

していただきたいと思います。それと、先ほど今後町内会の役員の方と打ち合わせします

とおっしゃっていましたけれども。もう町内会の中でも高齢化していて、協力したいけれ
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ど自分のことで精いっぱいで、そんなところじゃないとか、町内会自体に参加している人

も少なくて、助けることができないとか、そういう町内会もあったんですよね。ですから、

何でもかんでも町内会ということは、もう難しくなってきていると思いますから、消防団

とかボランティアだとか、あと様々な団体と共に研修して、よりより助け合いが出来るシ

ステムって考えていかなきゃならないと思うんですけれども。その辺はどのようにお考え

でしょうか。 

○保健福祉課長（三澤 聡君） 議長、保健福祉課長。 

○議長（能登谷正人君） 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（三澤 聡君） 今、赤井議員さんがおっしゃられたように、町内会自体

も高齢化してきているというのは、今日の新聞にも出ていましたけれども、どこの町でも

同じ問題を抱えているかと思います。で、例えば漁家の多い地域となりますと、災害時で

ありますと、例えば地震であるといった場合は、男性の方は船を守るために沖に出てしま

うと。で、陸の方には女性と子どもしか残らないという声も聞いております。それぞれ難

しいところは、町内でいざ福祉支援をするというふうに考えた時にはすごい難しい問題が

出てくるかと思います。それが今まで名簿自体は覚書を交わして持って行っているんです

けれども、いざ実際にそれを個人個人の計画をつくるといった場合に、やっぱりそこでな

かなか一歩進めないというところがやっぱり大きな問題だというふうに思います。で、な

かなかこれを一歩前に進めるいいアイディアというか、考えというのはなかなか、我々も

いろいろ考えたり、他の町村の取り組みの事例を見ているんですけれども、なかなかいい

アイディアというか、取り組みが無いということもあります。先ほどの町長の答弁にもあ

りますけれども、既に３町内会が個別支援計画をつくっているという所がありますので、

その辺の取り組み方を参考にして、町連協の役員会の中で我々も入って、良い方法がない

かということで少し議論をさせていただいて、それから町内会の方にその取り組みを広め

ていきたいというふうに今考えております。どっちにしても、いざ災害が起きて避難する

という時にですね、やはり周りの近所の方含めて町内会の協力というのは不可欠だという

ふうに考えておりますので、その辺を勿論協力をお願いしながら取り組んでいきたいと考

えております。 

○８番（赤井睦美君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 赤井さん。 

○８番（赤井睦美君） 既に３町内会の個別支援計画も出来ているということで、町内会

によっては、もう毎年のように支援者の方と支援される方の顔合わせをしている町内会も

あると聞いています。で、やはり障害のある方はいろんな特性があって、突然助けに来ら

れても、全く知らない人が来たら不安で逆に避難できないような状況になってしまうと思

うので。やっぱりせっかく作ったプランですから、きちんと活用できるように日常的な顔

合わせって大事だと思うんですよね。で、先ほど町内会としても不安で出来ないという声

があるのに、なおかつ町内会としか話し合わないというのは、私はなぜかなって不思議な

んですけれども。民生委員と含めて共にやるという考え方はないんでしょうか。町内会に
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限るという方向ですか。 

○保健福祉課長（三澤 聡君） 議長、保健福祉課長。 

○議長（能登谷正人君） 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（三澤 聡君） この計画当初から町内会、民生委員ということで、民生

委員協議会にも策定当時お願いしております。民生委員を外すということではなくて、民

生委員も含めた中で作っていきたいというふうには考えております。 

○８番（赤井睦美君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 赤井さん。 

○８番（赤井睦美君） 策定委員の名簿も見せていただきましたけれども、結局民生委員

全部入っているわけではないんですよね。で、そこに入った方が民生委員の会議で皆に披

露したらいいけれども、それで終わってしまうと全部個人のものなんですよ。ですから、

民生委員全体と町内会長との研修会って私は必要だと思うんですけれども。その辺はどう

でしょうか。 

○保健福祉課長（三澤 聡君） 議長、保健福祉課長。 

○議長（能登谷正人君） 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（三澤 聡君） 民生委員協議会につきましてはプランの説明会というこ

とで、当時 24 年度に２回ほど説明会はしておりますけれども。ただその後継続的な説明と

いうのはしておりませんので、今後、この民生委員協議会の全体の会議の中でもう一度プ

ランについて説明して、民生委員の方々にもご協力をお願いしたいと考えております。 

○８番（赤井睦美君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 赤井さん。 

○８番（赤井睦美君） プランの存在を示すのもそうですけれども、共助力というところ

を高めるというところにも力を入れていかなければ、全てその方たちだけの責任になって

は困るので。町民にとっても、誰を支援するって個別の名前ではなく、共助の必要性をも

っともっといろんなところでＰＲしていただきたいと思います。で、１問目に対しては、

このプランが出来たらかと言って絶対に安全ということもありませんし、それから災害が

必ず起きるということもないと思うんですよね。 

だけれども今は津波とか地震はなくても、この間のように猛吹雪で停電しちゃったら冬

は暖房無かったり、それから人工呼吸の人は電気が止まっちゃうだとか、そんなこともあ

るので。やっぱり私はその 24 年にやりましたで、今はもう、何年かわかると思いますけれ

ども。そんなのんびりしていていいのかなっていうのが１つ。そこで、障害のある方たち

にこのプランの存在を知っていますかって何人かに聞いたんですけれど、ほとんど知らな

いということと、それから知っている方はご両親が、障害を抱えているお子さんがいて、

で、ご両親も病気でこのプランでちゃんと支えてくれるという保証が無ければ、もう死ん

でも死にきれないとおっしゃっていました。私は今たまたま一般質問しているのは私です

けれども、そうしたら不安な方に対して「25 年に作って今までやっていないんですよね、

でもこれから町連協の役員と相談するから待っていてください」って。そういうことをそ
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ういう方たちに言えるんでしょうか。多分、ここにいるのはたった一人の私だから、これ

に対してはこの程度言っておけばいいという気持ちかもしれませんけれども。やっぱりこ

れをすごく頼りにしている方たちがいるということをちゃんと認識した上で答弁していた

だきたいと思いますけれども、町長いかがでしょうか。 

○町長（岩村克詔君） 議長、町長。 

○議長（能登谷正人君） 町長。 

○町長（岩村克詔君） 今、赤井議員おっしゃるとおり、本当にこれは大切なことだと私

も思います。私も本当にこの災害、私も奥尻の地震の青苗、そして神戸、芦屋市、灘区、

そして新潟、川口町、穂高、そして三陸とですね。特にこの三陸の 3.11の時は各地いろん

な方と話し合いもしたし、どんなふうに津波が来たのかという話も聞きました。本当にそ

の地域地域によって、特に三陸の場合はリアス式海岸でありましたので、どっちの方向か

ら波がくるか想像もできなかったと、そういう話も聞きましたし、また多くの人が、助け

に行って亡くなっている方も大勢いました。この災害の時に人を助けるということは、一

人ひとりにとっても大変重いことだなという思いでありますので、これからもそういう災

害が来ることを想定しながら役場内部も含め、そして町内会にも周知をしながら対応して

まいりたいと思いますので、ご理解をお願いをいたします。 

○８番（赤井睦美君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 赤井さん。 

○８番（赤井睦美君） それでは２問目にいきます。 

八雲町はもちろん、各自治体、先ほど佐藤議員もおっしゃっていましたけれども、給食

費の無料化や保育料の無料化など、いろいろな子育て支援を行っています。私はその中で

是非、八雲町の子ども達は基礎基本の学力がしっかりと定着しているという、そんな教育

を目指してほしいと思っています。これから入学シーズンを迎えますけれども、中学校１

年生になって九九がわからないという生徒が各クラス２～３人いるそうです。それぞれ得

意・不得意はありますけど、やはり最低限のことは身につけて卒業できる仕組みを作るこ

とはできないのでしょうか。残念ながら教育はその時々国の影響を非常に受けやすくて、

ちょっと前までゆとり教育がいいっていうと、もうそれが駄目になったとたんに教科書の

量が増えてしまって、本当に現場の方たちも大変な状況です。今の小学校でこれだけのこ

とが本当に必要かどうかって疑問はありますけども、その中で基本中の基本だけはしっか

りと身につけることによって、その子のその後の人生に大きな影響が出ると共に、結果的

には町にとっても国にとっても大きなプラスにつながると思います。クラスの人数ってい

うのはもう決められていますけども、町が教育の目標を持って、そこに向けて足りないと

ころを補うことで、子どもたちはより楽しく充実した授業を受けられることが大切だと思

います。その点をどのようにお考えでしょうか？ 

○町長（岩村克詔君） 議長、町長。 

○議長（能登谷正人君） 町長。 

○町長（岩村克詔君） それでは赤井議員の２つ目のご質問に、まず私からお答えいたし
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ます。 

 グローバル化や情報化がいっそう進展する現代社会にあっては、多様な主体が速いスピ

ードで相互に影響しあい、１つの出来事が広範囲に複雑に伝播し、先を見通すことがます

ます難しくなってきております。こうした将来の変化を予測することが困難な時代を前に、

子どもたちには現在と未来に向けて自らの人生を切り開き、自らの生涯を生き抜く力を身

につけさせなければなりません。こうしたどの子にも必要な基礎・基本の学力など、生き

る力を全ての子どもに身に着けさせることは公教育の使命であり、どの地域のどの学校で

も子どもに必要な力を身につけさせるための教育水準を維持することは教育行政の責務で

あります。議員ご指摘のとおり、教育委員会も八雲町教育において学力の向上は最重要課

題に位置付けております。八雲町といたしましてもこうした課題を真摯に受け止めながら、

八雲町の教育の充実に取り組んでまいります。具体的な内容につきましては、教育委員長

より答弁をいたします。 

○教育委員長（宮田千秋君） 議長、教育委員長。 

○議長（能登谷正人君） 教育委員長。 

○教育委員長（宮田千秋君） それでは赤井議員の２つ目のご質問にお答えしたいと思い

ます。平成 27 年度全国学力学習状況調査の八雲町の結果をみると、少しずつ全国や全道の

平均値に近づいてはおりますが、未だこれらの数値を下回っている状況であります。全国

調査は教育の基準である学習指導要領の内容がどの程度定着しているのかをみる指標とし

て、各学校での授業の改善等に役立てる目的で毎年実施されており、そうしたことを鑑み

ても、学習指導要領に示された基礎・基本の学力が十分に身についてないという考え方は

赤井議員のご指摘のとおりであり、全ての子どもに最低限のことは身につけさせて義務教

育を終えさせるということはまったく同感でございます。八雲町教育委員会では全ての子

どもに最低限必要な学力を身につけさせるために、次の点について取り組みを進めてまい

ります。 

はじめに小中一貫型コミュニティスクールの導入促進であります。義務教育９年間を貫

いた教育課程を編成して、小中一貫した教育を展開することで、これまで６・３としてい

た区切りを柔軟にして、子どもの発達に応じた教育を展開してまいります。例えば各教科

において、もっとも基礎的な内容を習得する小学校１年生から４年生までを基礎形成期と

して学習担任制にし、基礎・基本となる学習内容、学習定規、学習方法、学習習慣などを

徹底して身につけさせる。小学校５年生から中学校１年生までは発展充実期として一部を

専科制にするなど、より専門的な指導によって、下の学年で習得した基礎・基本の上に発

展的な内容を積み上げる。中学校２年生から３年生までは自己形成期としてキャリア教育

の形成を図り、社会の形成者としての必要な資質や能力を育てるなどにより、目指す姿が

明確になるような区切りを工夫することで、どの子にも必要な力を身につけさせていくこ

とを目指してまいります。また、同時にコミュニティスクールを導入することで、学校だ

けでなく地域や保護者も教育の主体者であるという考え方に立ち、例えば長期休業中や放

課後の補習学習のサポート、外部講師としての授業支援など、学校での教育を厚く補完す
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る手立てが出来るものと考えます。 

 次に何と言っても学力は授業で高めていくものであるという考え方に立ち、各学校の授

業の改善への支援をしてまいります。昨年導入したＩＣＴ支援員は、各学校においてＩＣ

Ｔ機器の効果的な活用へ寄与するばかりでなく、ＩＣＴ機器を活用した教材や教務の開発

工夫などを手掛け、楽しく分かりやすい授業の展開への一助となっております。各学校で

はより分かりやすい授業を展開するために少人数指導や習熟の程度に応じた指導も展開し

ております。また、27 年度に改正された教科書に豊富に掲載された補充問題を活用したり、

北海道教育委員会の作成するチャレンジテストを子どもが分かるまで繰り返し実施するな

ど、学習内容の徹底した習熟を図っているところであります。さらに町では特別支援教育

支援員を必要な学校に配置し、個に応じたきめ細やかな指導も展開しております。こうし

た取り組みはすぐに結果となって表れるものではありませんが、赤井議員ご指摘のように

子どもたちがより楽しく充実した授業が行われ、子どもたちの人生に大きな糧となる教育

を行うよう、教育委員会といたしましても鋭意努めてまいりますので、ご理解をお願いい

たします。 

○８番（赤井睦美君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 赤井さん。 

○８番（赤井睦美君）ただいまの答弁の中に、少人数指導や習熟度別指導も展開されてい

るということでしたけれども、全ての学校でされているんでしょうか。 

○学校教育課参事（本庄伯幸君） 議長、学校教育課参事。 

○議長（能登谷正人君） 学校教育課参事。 

○学校教委課参事（本庄伯幸君） ただいまのご質問ですが、少人数指導や習熟度別指導

にしますと、やはり学級担任の他に教員が必要になりますので。例えば大きな学校であり

ますと、学級担任の他に教員定数として担任以外の教員も配置される定数が確保されてお

りますので、そういった教員を活用しながらクラスを少人数に分けたり、習熟度に分けた

りすることが可能で行われておりますが、小規模校になりますとやはりそういう教員の加

配定数はありませんので、そういったさらにクラスを分けてということはできませんが、

小規模校は元々児童数が少ないので、そういった特性を逆に効果的に活かしながら習熟を

深めるような授業を展開しているところでございます。以上です。 

○８番（赤井睦美君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 赤井さん。 

○８番（赤井睦美君） 八雲小学校で、今の６年生が４年生の時に習熟度別で算数をやっ

ていて、なんか子どもたちが結構良かったと。で、５年生になるとクラス替えしますよね。

そうするとそれをお母さんたちが良かったから続けてやってほしいって希望したけれども、

先生たちが変わってしまうと出来ないということで、今はもう５、６年はやっていないん

ですよね。せっかくいいものをやっていて、今おっしゃったように大きい学校では出来る

と言うんであれば、その習熟度別がいいという結果があるのに、全部学年の先生方に任さ

れているんでしょうか。教育委員会としてこれは良いからやりましょうって、そういうこ
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とにはならないんでしょうか。 

○学校教育課参事（本庄伯幸君） 議長、学校教育課参事。 

○議長（能登谷正人君） 学校教育課参事。 

○学校教育課参事（本庄伯幸君） ご指摘のように、今までは教員の校内人事配置等は学

校長の裁量に任されていた部分もあるのですが、ご指摘のように習熟の程度に応じた指導

というのは効果的であるというのは、本町のみならず全国的にも効果が確認されていると

ころでありますので、教育委員会といたしましてもそういった指導形態を積極的に取り入

れるように、今後学校に指導してまいります。以上です。 

○８番（赤井睦美君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 赤井さん。 

○８番（赤井睦美君） 昨年の教育行政方針では、学力の向上は喫緊の課題で全国学力学

習状況調査、それから標準学力検査等を通して学力の達成状況を細かく把握するとともに、

各学校への学校訪問を行い教育課程の実施状況を確認してまいりますとありました。で、

実施状況を細かく把握するというのは、もう 25 年度からずっと行っていると思うのですけ

れども。今それはどのように分析されていられるでしょうか。 

○学校教育課参事（本庄伯幸君） 議長、学校教育課参事。 

○議長（能登谷正人君） 学校教育課参事。 

○学校教育課参事（本庄伯幸君） 教育課程の実施状況ですけれども、学校訪問等で授業

内容がきちんと教育水準を維持できるようなものになっているかだとか、必要に応じて授

業参観等もして授業の進め方、学習過程の在り方はどうかなども含めて確認をし、学校と

協議をして必要な改善をするように指導はしてまいりましたが、今後とも一層、そういっ

た学校訪問、それから指導・助言等には努めてまいりたいと思います。 

また、学力調査、それからＮＲＴ、いわゆるちょっと全国調査とは別な形の学力調査な

んですけれども、これについては全学年行いまして、その関連だとかについては分析して

おります。全国調査については先ほど教育委員長が申し上げましたとおり、未だ水準には

ちょっと下回るような傾向でございます。で、それが他の学年のＮＲＴ調査との関連を見

ますと、やはり下の学年のうちは割と全国水準よりも良い結果なんですが、段々下がって

くるような傾向が特徴として認められたりしておりまして、そういった部分でも、身につ

いたことが剥落しているのではないかというような課題を今持っております。こうしたと

ころの対応も、先ほど申しましたとおり小中一貫教育にすることで改善していこうという

ふうに考えております。以上でございます。 

○８番（赤井睦美君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 赤井さん。 

○８番（赤井睦美君） 26 年９月に斎藤議員が一般質問で、小中一貫型を取り入れて先生

たちが一体となって取り組むことで、今より質の高い取り組みが出来るんじゃないかとい

う質問をされているんですね。で、その時に 23 年度から「八雲町確かな学び推進会議」を

立ち上げ、八雲の学びセミナーなど資質の向上を図っているという教育長の答弁があった
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んですけれども。23年から５年経って、その取り組みの成果というのはどのように表れて

いるんでしょうか。 

○学校教育課参事（本庄伯幸君） 議長、学校教育課参事。 

○議長（能登谷正人君） 学校教育課参事。 

○学校教育課参事（本庄伯幸君） 八雲町確かな学び推進会議も５年経過しまして、昨年

その５年間について大まかですけれども総括を行っております。で、子どもたちの学習習

慣を身につけさせるために、例えば各学校が協力出来ることがないだろうかとか、連携で

きることがないだろうかと、そういうような視点でそれぞれ取り組んできたんですけれど

も。それまでは各学校ごとに取り組んできた成果を持ち寄って交流していた段階なのです

が、昨年度より小中一貫してやろうということで、各中学校区で例えば一緒に家庭学習の

強化週間を設定できないだろうかだとか、同じ呼びかけを中学校も小学校もして、例えば

一つの家の中で兄弟が一緒に勉強するような時間をつくれないだろうかとか、そういう視

点で昨年度からまた新たな取り組み等も始めておりますので、そうしたところでまた成果

が出てくるのではないかというふうに考えてございます。以上でございます。 

○８番（赤井睦美君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 赤井さん。 

○８番（赤井睦美君） 同じくその 26 年９月に三澤議員が、充実した公教育の環境と子ど

もが幸せになる地域づくりで子育て世代の移住を図ろうという提言をしているんですよね。

で、その時に教育長は子どもの学力向上と教員の資質向上に取り組んでいるという答弁。

そして町長は、まちづくりは人づくり、教育も人づくりの一環として財政的なものも含め

てこれから考えるという答弁をしているんですけれども。これからはじまる小中一貫コミ

ュニティスクールの中にその財政的な部分を含めて、本当の意味での教育を補助していく

というお考えは町長の中にもあるのでしょうか。 

○町長（岩村克詔君） 議長、町長。 

○議長（能登谷正人君） 町長。 

○町長（岩村克詔君） これから今の赤井議員の質問にお答えいたしますけれども。これ

から小中一貫ということでモデル地域で取り組む予定をしておりますので、それには財政

もふまえてしっかりと支援してまいりたいと考えていますので、ご理解をお願いいたしま

す。 

○８番（赤井睦美君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 赤井さん。 

○８番（赤井睦美君） 秋田県が学力テストで常に上位だということで、私は別に八雲が

上位になる必要は全然ないと思うんですけれども。そこで一番注目したかったのは、じゃ

あなんでそんな上位になったかということで、先生たちがものすごい保護者との信頼関係

を築いて、で、宿題出す時もその子に応じた内容の宿題。そして、しかも 15 分程度で終わ

る宿題を毎日出すんですって。で、先生たちが今日宿題を出したよって言ったら家族の方

がよし任せてって、ちゃんと家族の方が宿題をするところまでしっかりと見るという。そ
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この学校と家庭の連携ってものすごく良いなって思ったんですよね。で、連携するにはお

金は必要ないんですけれども、先生たちには非常に時間とパワーが必要ですよね。で、先

生はやっぱり授業とそういう親との信頼関係を築くというのが一番の仕事だと思うので、

その他余分な仕事といったら変ですけれども、事務的な仕事はやはりさっきのコミュニテ

ィスクールを導入するのであれば、そこを誰かが代わって、本当に先生が授業と家庭との

連携に全力を尽くせるという、そんなシステムが出来ないかなって、その秋田の情報を見

ながら思っていました。 

で、北海道新聞に、皆さんもご覧になったと思いますけれども、学力向上取り組み特色

と言って、これは３月７日に出たんですけれども、稚内とか東川とか沼田町とか厚真町の

いろんなコミュニティスクールとか、その取り組みが出ていたんですよね。で、私八雲町

はまったくこれと一緒にする必要はないけれども、もっともっといろんな楽しい取り組み

ができるんじゃないかって凄く思っています。ですから、そのコミュニティスクールした

時に、ここには退職した先生とかが授業をするって、私それもいいなと思うんですけれど

も、今いる先生の授業以外の部分のサポートをするという、そんなシステムがすごく大事

だと思うんですけれども、そういうことは考えられているでしょうか。 

○学校教育課参事（本庄伯幸君） 議長、学校教育課参事。 

○議長（能登谷正人君） 学校教育課参事。 

○学校教育課参事（本庄伯幸君） 今ご指摘のとおり、今後予定しておりますコミュニテ

ィスクールは学校運営協議会が主体になりますが、この学校運営協議会の大きな役割とし

て、もちろん学校長の学校経営方針にいろいろな意見を述べることがあるのですが、それ

よりももっと大きな役割として、学校の教育活動の支援というふうに位置付けて考えてお

りますので。そうした面のサポートというのも、こうしたところで出来たら良いのかなと

いうふうに今考えております。 

 以上です。 

○８番（赤井睦美君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 赤井さん。 

○議長（能登谷正人君） 先ほど学力の分析をして、低学年の時は全国よりも良いと、そ

ういう分析をされていたというお話でしたけれども。秋田県の方の分析は成績が落ちた時

に生活環境に問題はないのだろうかと。それで、それこそ早寝早起き朝御飯じゃないです

けれども、そうしたことがちゃんとやられているかとか、テレビの見過ぎはないだろうか

とか、そういうことも全部大学と連携して調査しているんですよね。で、そのクラス・ク

ラスでこういう傾向があるからここを改善しましょうという、生活習慣をも含めて取り組

むという。そしてうちは域学連携もしていますので、もし出来ればそういう教育に関する

連携をして、そういう分析も取り入れられたら、子どもたちも家族の方もやり易いのでは

ないかと思いますけれども。そういう連携はいかがでしょうか。 

○学校教育課長（荻本和男君） 議長、学校教育課長。 

○議長（能登谷正人君） 学校教育課長。 
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○学校教育課長（荻本和男君） 生活習慣の部分については教育委員会内部でも分析はし

てきておりますが、今議員からありましたその域学連携を上手く活用して学校現場でもと

いう部分については、域学連携、これから学校教育の分野でもどうやって活用していくか

ということで、今月中にも一度企画を含めて打ち合わせする予定があるのですが、いろん

な可能性も含めてこれから関係部署を含めて協議・検討してまいりたいと思いますので、

よろしくお願いします。 

○８番（赤井睦美君） 教育は結果がすぐに出ませんし、このやり方が絶対っていうこと

も絶対に無いので、八雲町の関係者が皆が手を組んで、本当にオール八雲で共に作り上げ

ていってほしいと思います。以上です。 

○議長（能登谷正人君） 以上で赤井睦美さんの質問が終わりました。 

 次に岡田修明君の質問を許します。 

○13 番（岡田修明君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 岡田君。 

○13 番（岡田修明君） ２時近くになって昼ご飯を食べて少し眠たくなってきた時間です

けれども、我慢して聞いていただきたいと思います。 

それでは一般質問をさせていただきたいと思います。本日通告させていただきましたの

は、八雲町職員の再任用に関する条例の執行状況と課題についてということで、１点質問

させていただきたいと思います。この条例は平成 26 年４月より施行した再任用制度でござ

いますけれども、施行されて２年が経過したところでございます。これから町長の答弁で

ご説明があると思いますけれども、この条例が出来た背景といたしまして、公的年金の支

給開始年齢が平成 25年度以降、段階的に 60歳から 65 歳へ引き上げられることに伴いまし

て、無収入期間が発生しないよう、雇用と年金の接続を図るということが官民共通の課題

であります、ということでスタートしたところであります。それによりまして人事院から

国家公務員の部分、そしてまた民間の方といたしましては、高年齢者雇用安定法改正とい

うことで、随時法律が決まっていったところでございます。そうした背景のもとにこの条

例が八雲町で 26 年度よりスタートしたと。この２年の総括として以下４点をお伺いさせて

いただきたいと思います。（１）平成 26 年度並びに 27 年度の執行状況をお知らせいただき

たいと思います。（２）町長及び教育委員長の所感の方をお伺いしたいと思います。また、

（３）といたしまして、上記以外の職員の意識調査の方はどのような形で行われているの

かということをお伺いしたいと思います。また、２年も運用しますと、いろいろな問題点・

課題点見えてきていると思いますので、その部分、これからの解決の部分のスキームはど

ういうふうに考えているのかという、以下４点をお伺いしたいと思いますので、よろしく

お願いいたします。 

○町長（岩村克詔君） 議長、町長。 

○議長（能登谷正人君） 町長。 

○町長（岩村克詔君） それでは岡田議員のご質問にお答えいたします。再任用制度は急

速な高齢化の到来により、公的年金制度の改正にあわせ、60 代前半の生活を雇用と年金の
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連携により支える趣旨のもとに制定をされ２年が経過いたしました。 

ご質問の１点目ですが、平成 26 年度は定年退職者 10 名で３名の採用をし、そのうち技

能労務職が２名、一般行政職１名でございます。平成 27 年度は定年退職者 12 名で３名を

採用し、いずれも一般行政職で 26 年度の３名を継続いたしましたので、全員で６名となっ

ております。２点目ですが、私は再任用を希望する職員は基本的に採用したいと考えてお

ります。また、知識や経験をいかし、八雲町活性化のため頑張っていただいているものと

思っております。３点目ですが、再任用対象者には６月に意思調査を行っておりますが、

その他の職員に対しましては特に行ってはおりません。４点目ですが、再任用者の人数が

少ない現時点では特に大きな問題点はないものと思います。しかし、将来的に年金支給年

齢が引き上げられ 65歳支給となれば、再任用を希望する職員が増加し、新規採用職員の抑

制に繋がると思われます。 

現在の定員適正化計画は平成 23 年度から平成 28 年度までとなっておりますので、平成

29 年度以降の定員適正化計画を作成する中で再任用を考慮して作成してまいりたいと思い

ますので、よろしくお願いをいたします。 

○教育委員長（宮田千秋君） 議長、教育委員長。 

○議長（能登谷正人君） 教育委員長。 

○教育委員長（宮田千秋君） それでは岡田議員のご質問にお答えいたします。 

再任用制度について、教育委員会ではこれまで本人から希望のあった学校公務補１名、

事務職員１名が制度を利用し採用しております。先ほどの町長の答弁と同様に、これまで

の知識や経験を生かしそれぞれの職場で頑張っていただいていると思っております。よろ

しくお願いいたします。 

○13 番（岡田修明君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 岡田君。 

○13 番（岡田修明君） ありがとうございます。それでは１点ずつ確認させていただきた

いと思います。26 年度、27年度の採用の部分の人数は把握させていただきました。これは

全てフルタイムでの再任用ということでよろしいでしょうか。また、申し込んだ方々とい

うのは短時間勤務をしたいという申し出とかはあったのでしょうか。その点をお伺いした

いと思います。 

○総務課長（城近 眞君） 議長、総務課長。 

○議長（能登谷正人君） 総務課長。 

○総務課長（城近 眞君） 全てフルタイムではなく、短時間勤務というふうになってお

ります。それと意向調査を行った段階では、フルという方と短時間という方も中にはいら

っしゃいましたけれども、応募する段階でこちらの方で、短時間勤務ということで応募を

募っておりますので、そういうことで全て短時間勤務ということになっております。 

○13 番（岡田修明君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 岡田君。 

○13 番（岡田修明君） ありがとうございます。では、スムーズに一問一答をやりたいの
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であまり喋らないで進めていきたいと思うのですけれども。応募段階で短時間での募集を

かけましたということですけれども、何故でしょうか。 

○総務課長（城近 眞君） 議長、総務課長。 

○議長（能登谷正人君） 総務課長。 

○総務課長（城近 眞君） 町の都合と言いますか、フルタイムで採用するということに

なると、定員の換算で１というふうになるということもございまして、定数も配慮しなが

らやるということで、短時間で採用したいという意向でございます。 

○13 番（岡田修明君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 岡田君。 

○13 番（岡田修明君） ありがとうございます。ということは、先ほど町長の答弁の中に

もありましたけれども新規採用者との、この年間の中でこれからどういうふうに人員管理

していくのかという部分で、バランスの部分はどのように考えているんですかね。 

○総務課長（城近 眞君） 議長、総務課長。 

○議長（能登谷正人君） 総務課長。 

○総務課長（城近 眞君） 本人が希望するかどうかとか、いろんな部分があるかと思い

ます。再任用を希望するのか、あるいは希望しないとか、いろいろなものがありますし、

あるいは退職者数が何人いるかということもあるかと思いますけれども。そういういろい

ろな状況を見ながらですね、新規採用をしないということにはならないと思いますので、

そうなるとどうしても、その職員が持っている知識だとか、今までの仕事への熱意だとか、

仕事への態度だとか、そういう部分も考慮に入れながら採用していくというような形を取

るということになると思いますので。新規採用はやっぱりしていかなければならないとい

うふうには考えますので。 

ただ町長が、希望したものは全員採用したいという意向はあるかとは思いますけれども、

人員管理といたしましては、その辺を選考していかなければならないというふうに思いま

す。 

○13 番（岡田修明君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 岡田君。 

○13 番（岡田修明君） では、町長には後から聞くとして、今の文言の中で、知識だとか

経験だとか今までの過去の勤務態度だとかという部分がありましたけれども、人事評価の

部分はどのような採点の仕組みになっているんでしょうか。現職にいたころのその知識・

経験とかを考慮して採用するということですよね。その辺の仕組みを教えていただきたい

と思います。 

○総務課長（城近 眞君） 議長、総務課長。 

○議長（能登谷正人君） 総務課長。 

○総務課長（城近 眞君） 責任感だとか、積極性、正確性、企画力、判断力、接遇、規

律、理解力、勤勉、協調性などにつきまして、その課の課長であるとか、あるいは副町長

の方でその評価をしていただいて、また簡単な試験もさせていただいて、それらをもって
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選考をさせていただいているというところでございます。 

○13 番（岡田修明君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 岡田君。 

○13 番（岡田修明君） ありがとうございます。では、客観的指標を用いてその部分は判

断するということですね。となると、先ほど町長がおっしゃっていた望むものは全て採用

したいという部分と相反する部分になりますけれども。その辺は仕組みとしては町長の裁

量権の中に全てお任せしているということですか。それとも今の人事評価の部分は全て、

結果的には無意味になるということで理解してよろしいですか。 

○総務課長（城近 眞君） 議長、総務課長。 

○議長（能登谷正人君） 総務課長。 

○総務課長（城近 眞君） 町長の方としては全員採用したいということは、気持ちの中

ではあるかと思いますけれども。現実的には全員採用するということには、なかなか難し

い問題が出てくると。たまたま今は年金までに期間が短いので希望者という部分もそんな

に多くはないんですけれども。退職者が多くて、そして５年間という無給の期間が出来る

ということであれば、将来的には希望する方が多くなるだろうと思っておりまして、それ

らの方々を全員採用するということには、なかなか難しいのかなというふうに私は思って

おります。 

○13 番（岡田修明君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 岡田君。 

○13 番（岡田修明君） となると、町長の気持ちの部分と、なかなかやっぱり難しい部分

があるし、やっぱり八雲高校を卒業して１つの働く場所としてこの役場があるということ

も、八雲高校に通う高校生にとっては非常に魅力的な部分の１つだというふうにも思いま

すし。一度八雲で学んで札幌の専門学校なり大学に行って、公務員の免許を取って採用試

験を受けるという方々にとっても、やっぱり帰って来れる場所があるという部分は非常に

喜ばしいことだと思うんです。先ほどの赤井さんの一般質問じゃないですけれど、僕も教

育はもっと力を入れるべきだと思っておりまして、教育の外部性ってなんなのって言った

時には、やっぱりそうやって●●力が上がったり、町民１人１人の結果的に経済力も上が

っていくという、いろんな要素がありますから、それは必要なことだと思うんです。 

そこで、先ほど 29年度以降で新たな人員管理の部分の方向性を決めていくという中でで

すね、そういった今あげられたような課題・問題点というのはあるわけですから、現場の

部分の思いと、だけど町長はこういう思いも持っていると。で、子どもたちは新たに役場

に就職したいと思っている気持ち、そういう部分を勘案しながら作成していくと思います

けれども。その辺はある程度のバランスをとった指標を作って作成するのかどうなのか、

考え方をお伺いしたいと思います。 

○町長（岩村克詔君） 議長、町長。 

○議長（能登谷正人君） 町長。 

○町長（岩村克詔君） 岡田議員おっしゃるとおりですね、役場に就職する高校生にとっ
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ても大変、就職の場所だと私も思います。そしてまた、町長と言いながら雇用者という立

場でいくと、やはり定年になって年金をもらうまでは仕事をしていただくということが基

本だろうと考えております。近年、大変退職者が増えている中で、なかなか地元の方が試

験を受けていただけていないというのが現状でありますので、これから高校並びに八雲町

出身者の試験を受けるように働きかけることも必要であろうということも今、今年度から

考えております。そしてまた、今のところこの２年間は再雇用で残りたいという人には全

て残っていただいたということであり、これから 29 年にかけて、ただ、29年度からは退職

者が少し減りますので、その辺と、また新規採用ということで、バランスを取りながらこ

れから進めてまいりますので、ご理解をよろしくお願いいたします。 

○13 番（岡田修明君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 岡田君。 

○13 番（岡田修明君） ありがとうございます。おっしゃる通りだと思います。で、今、

町長部局の方のお話はある程度もう、問題点・課題点は見えてきたんですけれども。今度、

教育行政の部分なんですけれども。先ほど公務補の方々だとか、そういう方々が希望され

たので現状そういうふうになっていますよという話でしたけれども。教育業界では今、新

しいふるさとをひらく八雲の教育、八雲町教育推進計画第一期後期、平成 24 年度から平成

28 年度までということで、考え方がまとまって運用されていると思いますけれども。その

中での問題点、課題点というのはどうなんでしょうか。再任用の方だからこそ出来る仕事

とかもまたあるでしょうし、そういう方でなくては上手く回らない場所とかもあると思う

んですけれども。その辺の現状を、所感をもう一度お伺いしたいと思います。 

○教育委員長（宮田千秋君） 議長、教育委員長。 

○議長（能登谷正人君） 教育委員長。 

○教育委員長（宮田千秋君） 再任用職員にはこれまでの知識や経験を活かしてもらうと

いうことで、教育委員会事務局には一般の事務職員の他に、社会教育主事や学芸員、それ

に図書館司書などの専門職員もおりますので、特に専門的な分野での経験は重要であると

思います。しかしながら一方で、組織を継続的に機能させていく上では、新陳代謝や専門

職員を含めた若い職員の育成も欠かすことは出来ないと思っております。そうしたバラン

スを考慮しながら職員を配置してもらうことが必要と考えております。以上でございます。 

○13 番（岡田修明君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 岡田君。 

○13 番（岡田修明君） ありがとうございます。今、（２）の部分として町長と教育委員長

さんの方からお話をいただいてある程度は見えてまいりました。そして町長のお言葉の方

からは、しっかりと第一義として雇用と年金の接続の問題が一番大事ですよと。その上で

この問題というか、課題をスムーズに運用するための努力をしていきたいということは、

本当にその通りだと思っております。そこでですね、今これだけの人数がこの２年間の間

に進んでいるんですけれども、先ほど現場の現職の職員の方々の意識の方はまだ聞いてい

ませんよということでしたけれども。運用にあたっていろんな想いとかも出てくると思う
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んですよ。そして自分がその立場になる直前になって感じることと、若い時に感じること

とまた全然違うと思いますしね。それをどうやって同じ土俵の上でモチベーションを保ち

ながらお互いの役割分担をちゃんとやるかということが、やっぱり仕事の分担・分掌の部

分で必要になってくると思うんですよ。今、技術職でやっている方だとか、公務補でやっ

ている方々というのは、特定目的があってやられていますけれども。先ほど応募段階で短

時間の募集ですよと。であればもう一歩踏み込んで、いみじくも教育委員長さん良い言葉

を言っていただいたんですけれど、再任用の方々だけでなくて、若い職員の育成が必要な

んだという部分。僕もその通りだなと思っております。若い職員の方々を育てるという意

味で再任用の方々に先ほどの人事評価のお話もありましたけれども、その人の適正ってあ

ると思うんですよ。望んだ時に。人を育てることが上手い人だとか、現場を回すのが上手

い人だとか、ムードメーカーになれる人だとか、事務的な能力が長けている人だとかがや

っぱりいると思うので。目的も募集段階でしっかりと総務で持っておいた方がいいかなと

思うんですけれども。今の段階で目的を持って募集されているというふうに考えてよろし

いですか。それともこれから考えるというふうに考えたらいいですか。 

○総務課長（城近 眞君） 議長、総務課長。 

○議長（能登谷正人君） 総務課長。 

○総務課長（城近 眞君） 再任用の職員につきましては、原則退職時の、前にいた職場

ということで考慮しながら配置をしているところでございます。特に再任用の職員のため

にこの仕事をやってくださいという部分については作っておらず、その課の中での仕事を

やってもらうということで配置しております。その中でやはり知識や経験がありますので、

職員の相談あるいは自らの経験を話すことによって、職員の知識と経験は活かされてくる

と思いますし、それぞれの職場の若い職員の手本になっていただいているというふうに思

っております。 

○13 番（岡田修明君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 岡田君。 

○13 番（岡田修明君） 手本となっていると思いますと。だから調べてくださいって言っ

ているんですよ。若い今の現職の人たちの意識はどう思っているんですかって聞いている

んですから。今やっていないというんですから、あくまでもそれは課長の主観ですよね。

こういうのはやっぱり客観的に見ていかなければならない部分もあると思うんですよ。で、

お互いに気持ち良く仕事をしたいじゃないですか。せっかく第一義として雇用と年金の接

続の部分が課題にあって、で、今やっと民間企業だって先ほど言った高年齢者雇用安定法

の改正があって、65まで今度あれなんですから。どっちにしたってお互いが上手くまわる

仕組みを作ってやっていかないと駄目なんですよ。と、僕は思うんです。そこでですね、

この国家公務員の雇用と年金の接続についてという部分で、25年の３月に閣議決定された

中で出ているのは、職員全体のモチベーションの維持・向上と意欲・能力のある人材の最

大限活用の観点から、実力・実績に基づく信賞必罰の人事管理を徹底しなさいと。で、ま

た地方公務員の雇用と年金の接続について、各地方公共団体において、本決定の趣旨を踏
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まえ能力・実績に基づく人事管理を推進しつつ、地方の実情に応じて必要な措置を講じる

よう要請すると言うことなんですよ。で、ある程度どういうふうにこの制度をまわしてい

くのかという部分で、どこまでちょっと地方自治体に裁量権があるか分かりませんけれど

も、あると思うんですよね、僕は。その辺、どういうふうに解釈したらいいですか。 

○総務課長（城近 眞君） 議長、総務課長。 

○議長（能登谷正人君） 総務課長。 

○総務課長（城近 眞君） 確かに再任用職員がそこの職場に配属されるということは、

周りの職員も、あるいは再任用となった職員も、当初はやりづらいという気持ちを持つこ

とは確かにあると思いますけれども。慣れてくるとその再任用の職員が頼もしい存在とな

っているというか、そういう職員に頼っているという部分も中には見受けられるようでご

ざいます。国の方の思いというか考え方と、こちらの実際にやる町の考え方等もいろいろ

あるとは思いますけれども、八雲町としては出来る限りその職員が能力を発揮できる職場

ということを考えながら配置をしているということでございますので、よろしくお願いい

たします。 

○13 番（岡田修明君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 岡田君。 

○13 番（岡田修明君） ですから、その職員の全て再任用の方に責任がいっちゃうような

言い方に聞こえちゃうんですよ、そうなると。何でかと言うと、現場で先ほど最初の半年

はお互いに苦労する可能性があるという話じゃないですか。だから特定目的を持たせた方

が僕は良いと思うんです。例えば今、この数年、行革をやっている間結構そうだったんで

すけれども、職員の研修が結構少なくなってきたりとかしていて、結局、現場担当者１人

だけその研修に行って、その人しか必要ないといえばないのかもしれませんけれども。い

ろんな方々と知り合ってコミュニケーションを取るって、やっぱり行政職の中で必要な部

分ってあると思うんです。ただ、今いろんな財政難の中で一般財源割いてやれる部分って

いうのも、なかなか無いというのは分かりますけれども。八雲町で行っている研修と北海

道市町村職員研修センターで行っている研修、渡島・檜山の町村会で行っている研修、独

自研修でやっていたのは応対マナーだとかそういうのは、接遇問題とかは議会からも散々

言われてきましたのでやっていたと思うんですけれども。１回の研修に行ってもやっぱり

覚えられないんですよね。実学の中で現場でやりながら隣で、先ほどの言葉を借りますと、

経験と知識を持っていらっしゃる方が上手く指導できるような仕組みを作ってあげること

もまた必要なのかなと思うんです。この制度があるのは、今 60 歳過ぎてからの出口の話だ

けしていますけれども、入口のところからも話を進めていかないと。新人社員をどうやっ

て育てていくのかいうことも八雲町の職員の中では非常に大事な事じゃないですか。その

時に先ほどお話にあった、適性はありますよ、適性はありますけれども、そういう研修を

行える人間っていると思うんですよ。今いる人の中で特定の名前を出したくないので言い

ませんけれども。やれるのに何でそこにいるのかなということで、町民のみなさんもそう

思っている人たちもいるわけですよね、やっぱり。せっかくそういう能力のある方々を短



- 113 - 

 

時間勤務で雇っているのであれば、もう少し上手い仕組みを作った方が良いのかなと思う

んです。ましてや今、この数年、病気休暇を取る方も非常に増えてきています。もっと使

ってほしいなという休暇、今のところ介護休暇１件しか取っていませんけれども。これか

らの時代、老老介護、認認介護って先ほどもお話ありましたけれども、やっぱり介護につ

かなきゃならない、休暇を取らなきゃならない職員の方々も出てきます。育児休暇はこの

数年順調に取っていただいているので、それは上手く機能しているのかなと思うんですけ

れども。そしてまた休職されている方々もやっぱり増えてきているわけですよね。いろん

な要因があると。で、限られた財源の中で職員費を出すわけですから、ギリギリの中でや

って、ただ、休暇制度だとか休職の中で、やっぱりマンパワーが足りなくて上手く機能し

きれない課も出てくるわけですよね。どうやってそれを補完するんですか。もう少し様子

を見て検証しますというだけで果たして済むのかなと。産業医も前から入れてくださいっ

て言っていますけれども、未然に防ぐという努力もやっぱりしなきゃなりませんし、どう

やってそういう方々のフォローとかもしていきながら、やれる環境を作っていくかという

ところが、僕はこの、せっかく再任用制度で知識・経験、いろいろなものを人の気持ちも

見て分かるような人たちもたくさんいるので、どうやってそういう人たちを上手く仕組み

の中に当て込めていくかというのも、そろそろ真剣に考えたらいかがかと思うんですけれ

ども。その辺の所感をお伺いしたいと思います。 

○副町長（伊瀬 司君） 議長、副町長。 

○議長（能登谷正人君） 副町長。 

○副町長（伊瀬 司君） 今、岡田議員さんがおっしゃるように、この合併以来、町も財

政難ということで、定年退職をしても３割、４割しか採用してこなかったと。また過去に

もそういう時期がありまして、その付けが今はっきり言って出てきております。団塊の人

がガッと抜けてしまって次がもう 10 年もあいているだとか、やはりそういった人事管理は

まずいだろうと、定期的なある程度の確保をしていかなきゃないというふうに思っており

ます。そういった中でやはり職員に対する指導・教育というのが、仕事はどんどん増えて

くる、人ははっきり言って減らしてきたと。そういうので職員に対する指導というのは、

やはり怠ってきた部分が非常にあるなと思っております。やはり新人が入っても目が届か

ないというか、自分の仕事に精いっぱいでというのが非常にいろいろと出てきていると思

いますので、今言ったように、そういった再任用の方々を活用してですね、指導をしても

らうと、補ってもらうと、それは大変良いことだと思います。ただ、この２年間の再任用

の状況を見ますと、なかなか再任用で残りたいという人が少ないものですから、我々もち

ょっと首をかしげている部分があります。確かに残ってそういった指導的な立場でやって

いただきたいというのは何人もいるんですけれども、残念ながら残ってもらえないという

のが現実であります。今後、先ほど町長の答弁、総務課長の答弁からもありましたように、

この年金のつなぎとなりますと、５年間になりますとどんどんそういう方が、再任用の希

望が出てくると思います。そういう場合に果たしてそれが、先ほど答弁していますように

全員というのはなかなか厳しいだろうなと、そういう意味では岡田議員が言うように、そ
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ういった能力だとか指導力だとかを含めて、その中で判断をしながらバランスをとってい

かなければ、これからの人事管理も大変になってくるなと思っていますので、ご理解を頂

きたいと思います。 

○13 番（岡田修明君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 岡田君。 

○13 番（岡田修明君） そうですね。おそらく課題は共有していると思うんです。だから

こそちゃんと、どういう解決のスキームを作っていくんですかというお話を一般質問とし

て、私はあまり一般質問をするタイプじゃないんですけれども、した方がいいかなと思っ

てしたんですけれども。総務課、副町長を筆頭にこれから人事とかいろいろまたあるんで

しょうけれども。やっぱり全体のバランスを見た中でやっていかなければならない部分と、

例えば先日の岡島議員の一般質問でないんですけれども、組織の体系の在り方という部分

も編成を考えていかなければならない。いろいろな外堀の問題もやっぱりあると思うんで

す。そういうことに目をつぶったままやるべきなのかというと、僕はそうじゃないと思う

んですよ。やっぱり向き合うところも必要だと思うんです。 

それで一歩踏み込んで、ちょっと考え方の部分をまたさせていただきたいんですけれど

も。支所機能の在り方をどうするのかという部分。たまたまうちの実家は支所があります

ので、実家って落部ですね、支所がありますので。支所は今、非常に良い状況で地域の方々

と回っております。で、これからの時代、人口減少で高齢化がどんどん進んでいくと、高

齢化が進んでいった時に支所に訪れるお客さんの大半は、やっぱり高齢者なんですよね。

高齢者の方々とどうやって対等に話せる、親身になって話せるかというと、やっぱり再任

用の方々のその経験と知識とコミュニケーション能力、そして教育をしなくてもいいとい

う安価な部分。経済面で言えば。で、そういったものがあるからこそ、若い職員だったら

向き合いたくないような場面でも、「どうも、どうしました」って一声かけられるような、

やっぱりスキルを持っているわけですよね。これは非常に高いスキルだと思うんです。そ

こに先ほど言った新人研修の部分、確かに新人研修として八雲町でも新採用職員研修 26 年

度だと 14 名。そして町村会でやっている同じ基礎研修が 13 名出ています。で、支所機能

の何が良いかというと、事務分掌の部分で多岐にわたるんですよ。他の特定の課と違って、

本当は事務分掌の部分だけ処理したいんですけれども、全然関係のない除雪の話だとか、

いろんな事が来るわけですよね。地域の人たちと係わらなければならない。そこに再任用

の指導者的立場の人も入れて、若い新人の職員も入れて、役場全体の仕事をまずどういう

仕事をやっているのということすら分からないじゃないですか、数年の間。最初の数年は

特定の課に行っていても良いですけれども、何年か経過した後に総合的にまず役場全体を

見るとなると、支所機能、また総合支所機能というのは上手く利用出来る場所だと思うん

ですよ。そういう考え方を持つことも可能だと思いますけれども、いかがですか。 

○副町長（伊瀬 司君） 議長、副町長。 

○議長（能登谷正人君） 副町長。 

○副町長（伊瀬 司君） 今の岡田議員のお話にありますように、確かに落部支所は多岐
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にわたって、役場組織の全課のことについて、いろんな地域からの要望だとか、お話があ

ると思います。そういう意味では職員を育てる、そういう意味では非常に良い場所かなと

思います。また、熊石総合支所におきましても、そういうことも本庁と見合った一定の仕

事でなくて、そういう部分もあろうかと思いますので、そこら辺を含めてやはり職員の人

事についても、経験を積ませるという意味では良い教育の場所かなと思ってございます。 

○13 番（岡田修明君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 岡田君。 

○13 番（岡田修明君） ありがとうございます。やっぱり支所に行くとこの税務の部分だ

とかいろいろなことも学べますので、住民生活課だとか保健福祉課だとか、結局全部みな

きゃならない。で、浅いけれど全体を見られるというのはやっぱり必要だと思うんですよ

ね、視点として。そういうものの見方も今前向きな答弁を頂きましたので、出来る範囲で

積極的に取り組んでいくスタイルを１回作ってもらいたいなというふうに思います。また、

人材派遣会社で「高齢者」っていう会社があるんですけれども、知っていますか。「高齢者」

っていう会社があるんですよ。で、社長が本当に高齢者で 77、8 になるのかな、で、退職

された以降の方々を人材派遣として扱うんですけれども、それも年金との接続で、結構面

白いなと思っていて。課税にならない程度で所得を得て、普段は自分もちょっとした仕事

をしながら、別にもう仕事を教える必要もないので、例えば東京ガスとかの検診とかの仕

事をやらせているんですけれども、そういう会社と提携して。そういう使い方もあると思

うんですよ。八雲町の職場の中でどういうものがあるのかちょっとまだ僕もイメージしき

れていないんですけれども。働き方ってやっぱり多種多様であっていいと思うので、皆が

皆、旦那さんだけが働いている、奥さんだけ働いているわけでないと思いますので、自分

の働ける範疇の中で持ち得るスキルをどうやって提供して、若い職員を育てながら、結果

それは八雲の発展に繋がるわけですから。で、新規採用の若い職員を上手に雇って、八雲

の高校に行ってよかったなと、ここに行けばこの枠があるんだということも必ず残しなが

ら、今の採用の年齢別のデコボコを少しでも解消して、バランス良く良い仕組みを作って

いただくことを願って質問を終わりたいと思います。 

○議長（能登谷正人君） 以上で岡田修明君の質問が終わりました。 

 次に三澤公雄君の質問を許します。 

（「休憩」という声あり） 

 それでは 15 分間休憩します。 

 

休憩 午後２時３１分 

再開 午後２時４４分 

 

○議長（能登谷正人君） 休憩以前に引き続き会議を開きます。 

 次に三澤公雄君の質問を許します。 

○５番（三澤公雄君） 議長。 
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○議長（能登谷正人君） 三澤君。 

○５番（三澤公雄君） よろしくお願いします。 

１問目、救急搬送依頼時の残念な事例を無くせないだろうか。 

 先日、あるご遺族の方から突然、「残念な事があるのですが…」と話しかけられました。

伺いますと、それは救急搬送を頼んだ後の一連の出来事についてでした。要約すると、①

非常に遅く感じた。②家族が家の前に立っていたにも関わらず、通り過ぎて行ってしまっ

た。③車で自ら追いかけ戻ってきてもらった。この時搬送された患者さんは、結局意識の

戻らないまま旅立ってしまったので、なおさら前述したようにご家族の方は残念な気持ち

が強く残ったのであろうと推察されます。さて、この事態の周辺を調査し、町内各地での

聞きとりをしてさらに驚きました。その様なことはよくある事だという受けとめ方をして

いる町民が少なからずいらっしゃいました。この結果には私も残念な気持ちがぬぐえませ

ん。町長、このような残念な事例を無くすことはできないものでしょうか。 

○町長（岩村克詔君） 議長、町長。 

○議長（能登谷正人君） 町長。 

○町長（岩村克詔君） それでは三澤議員の１つ目のご質問にお答えいたします。救急車

が家の前を通り過ぎた事例でございますが、消防本部で 119 番通報を受け、通報時の聴取

では救急隊員及び運転手はゼンリンの地図で出動場所を確認し、出動いたしました。現場

近くを通過するときに民家前に人が立っているのを確認出来ましたが、もう少し先が現場

であると思い込み、現場を通り過ぎました。しかしその先に民家がなく、乗用車が追いか

けてきたので現場を通り過ぎたことに気づき、引き返して約２分遅れで到着した事例であ

ります。このような事例を無くするよう、消防職員には現場確認を徹底するよう指示をす

るとともに、新年度には消防本部通信指令室からパソコンで相互に地図確認出来る通信機

器タブレットを配備し、確実な出動態勢といたしますので、ご理解をお願いをいたします。 

○５番（三澤公雄君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 三澤君。 

○５番（三澤公雄君） 今回の予算措置でタブレット等の配布というふうに今伺いました

けれども。そういうことだけでいいのかなというふうに思うんですよね。消防の方で普段

の職員のスキルアップと言いますか、日常の仕事のいわゆるプロフェッショナルとしてや

はり評価される上で、もっと考えてもらわなきゃなという思いがあるんですが、現場の方

でその辺の取り組みで、新しい機器の導入ということに一筋の光明を見出しているのかも

知れませんけれども、今回の件またはこれまでの内部でそういったものを問題意識として

持っていたと僕は思いたいのですが、今町長が言った取り組みだけなんですか。 

○消防長（大泉達雄君） 議長、消防長。 

○議長（能登谷正人君） 消防長。 

○消防長（大泉達雄君） 本事案に対しましては現場到着が遅れましたこと、大変申し訳

ございませんでした。ただいまの三澤議員からの職員の対応はどうするんだということで

ございますが、ただいま町長から答弁いたしましたように、タブレットの購入により確実
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な出動を目指すとともに、勤務中にはなかなか各地域を検索するということは、消防職員

無理なものですから。職員休みの日、非番、公休ですね、土曜日、日曜日にあたる日に自

家用車で現在も行っておりますが、各地域、特に農村地域は家が離れておりますので、地

域の検索にまわるように、これから職員個々のスキルアップに努めたいと思いますので、

よろしくお願いいたします。 

○５番（三澤公雄君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 三澤君。 

○５番（三澤公雄君） 質問を作るにあたってですね、あえてこの①、②、③ってやった

んですけれども。まず①で非常に遅く感じたっていう、これは待つ方の身として、いたし

かたない部分というのは客観的に僕はあると思います。しかしこの非常に遅く感じたとい

うのを少しでも詰めていくにはどうするのかと言ったら、やはり今、消防長がおっしゃっ

た日ごろのスキルアップでそこら辺の地理に詳しくなっていくということは、僕は欠かせ

ない事だと思います。今職員の方でも日々努力されている方もいらっしゃって、それで、

これからそれを全庁的にやっていくという受け止め方を僕はしたいと思うのですけれども

ね。電話で掛かってきた、何々地区の誰誰ですと言った時に、やはり日ごろから地図を見、

非番の時とかに今消防長がおっしゃったように現地確認なんかをしていった時に個人差は

あるでしょうが、この地区に強い人、自分はこっちの地区が強いだとか、最初のうちはそ

ういった濃淡があるでしょうが、やはり月日が経つに従って全職員のスキルアップをして、

八雲町全体が頭に入っている、それで地図を確認するというのは、僕はより時間短縮に繋

がることだと思うので。ぜひ、今おっしゃったところは一日でも早く、町民の満足度が上

がる上で習熟していってもらいたいなと、それを強く望みます。自ら消防の方でそういう

ふうに取り組んでいくという姿勢を私は高く評価していきます。 

 一方で、家族が家の前に立っていたけれども通り過ぎてしまった。このことに関して町

長や消防長の答弁で、その先だと思った。まあ、地図なんかで確認し自分の知識なんかで

確認しても、実際にその家なのかどうか、もう一軒先じゃないか。もし家影とかがあれば

ね。そう思うのも仕方がないのかなと思うので、ここは僕は電話応対の時にかける側、要

するに町民の側にも１つ取り組まなきゃならないことがあると思うんですよね。多分、消

防の方で、例えば心臓マッサージだとかいろんな指示を出していると思うんですが、この

時に例えば家の前に立っていてもらいたいだとか、立っていてもなおかつ手を振ると言っ

たらあれですけれども、来たことに満足して例えば家の影に帰ってしまうと、場合によっ

ては隊長や運転士の見方によっては違ったのかもしれないと、今言ったような事例になる

と思うんですね。だからもし立っているのであれば、しっかり消防車が到着するまでここ

だよと、意思表示をしてもらうということも努力義務として、求めていく電話対応も必要

ではないのかなと思います。 

この他にも消防の現場の方で電話応対で、せっかくこの場ですから、こういった電話の

応対と言うか、町民の方で求めていくものが、言いづらいかもしれませんけれどもあれば、

もしこの場で言っていただければ、僕もさらに見識を深めていきたいなと思うのですけれ
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ども。何か今言った、僕が町民の側で努力するものをいくつか挙げましたけれども。お気

づきの点がありましたら答弁の中に入れてもらいたいなと思うのですが。 

○消防長（大泉達雄君） 議長、消防長。 

○議長（能登谷正人君） 消防長。 

○消防長（大泉達雄君） ただいま三澤議員の通信員から誘導員をお願いした方がいいん

じゃないかということですが。勿論、通信員は出来る限り家族に対して、出られるのであ

れば表に出て救急車を誘導してほしいということは伝えております。ただ、今回の事案に

関してはそれは伝えておりませんでした。それはちょっと私どもは残念だと思っておりま

す。で、後段の町民からの 119 番で一番私どもが苦慮するのは、救急は勿論重篤になれば

そうなんですが、火災での 119 番通報。もう切羽詰まっているっていうのは分かるのです

が、例えば黒岩、黒岩で家が火事だ。早く来い。番地も名前も言わない。それを教えてく

ださいとお願いしても、いいから早く来いと。火事の場合はこれが一番多いですね。それ

と救急の場合でも、重篤になればなるほど家族の意識としては勿論早く来てほしいという

のは分かりますけれども、なかなかその住所・番地まで達しないというのはあります。そ

れから救急から病院へ電話連絡する際には容態を少しでも詳しく知りたいと。それを病院

側に伝えて、ドクターなりナースにどういうものが処置で必要なのかという情報提供が必

要ですが、そこまでなかなかたどりつけない場合もございます。救急講習などでは、119 番

かける時にはここに注意して、こういうふうに伝えてくださいとお願いはしておりますが、

そういう多々事案はあります。以上です。 

○５番（三澤公雄君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 三澤君。 

○５番（三澤公雄君） 今のそのご発言、非常に興味深いものだと思います。例えば町長、

こういったことを絶えずというか、広報等も限られると思いますけれども、なかなか知れ

渡っていないんじゃないのかなと。自分は落ち着いて対応出来ると思っているのがほとん

どの町民だと思いますので、勿論、消防署の方でいつでも窓口が開いているというか、お

声がかかれば各地に講習会に行っている日常だと思いますけれども、そういった消防の取

り組み以外にもですね、改めて広報でも何回かページを割きながら、緊急搬送時の連絡の

注意事項なんていう形で呼びかけていくということも必要なのかなと思います。消防新庁

舎の入口に山内町長の字で「有事即応」ってありますけれども。ついついそれは黙って見

過ごすと、事があった時にすぐ駆けつけてくれるということばかり考えてしまいますけれ

ども、それに駆けつけるための備えの部分に、今言った地理を頭にこれからしっかり入れ

ていくという日常の努力を、消防長の方からやられるということは伺いましたけれど。一

方で駆けつけてもらうために町民の側でもどういった電話対応をしたらいいのかというの

も、これから改めて呼び掛けていく必要があるのかなと思いますが。一連のこのやり取り

を町長聞いていて、改めてこの消防行政というんですか、町長の今感じたことを最後に伺

いたいと思います。 

○町長（岩村克詔君） 議長、町長。 
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○議長（能登谷正人君） 町長。 

○町長（岩村克詔君） 三澤議員から本当にこの一番大切な救急の時の対応、消防署の対

応も本当にしっかりとしていかなければならないということも新ためて分かりましたし、

また、今職員の中でも八雲町の出身者でない方も職員になっていますので、この地理的な

不利益もありますので、その辺も含めてこれからしっかりと消防職員と共にやってまいり

たいと思います。そして今いろんな話を聞いてですね、やはり自分の家もそういうことが

ありましたので、中々その時には私自身も家族も大変慌てたということもありますので。

やはり救急車が来た時に分かりやすい方法は何かないかということで、ちょっと考えるこ

とが必要でないのかなと改めて思いましたので、その辺も内部的に検討いたしまして、町

民の皆さんと救急車が来た時に即分かるように何かしら考えてみたいと思いますので、よ

ろしくお願いいたします。 

○５番（三澤公雄君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 三澤君。 

○５番（三澤公雄君） 今、言われた中にも入っていたと思いますけれども、やはりそう

いうことが自分の身に起こってから考えるということが、やっぱり人間多いです。自分も

反省しますけれども、でもそういう事例を１つでもなくすためには、今町長が言われたよ

うに再度検討していただいて、その考える過程も町民に周知していくことによって、町民

自身も考えていくと思いますので、この質問が何かそういう役に立てればなと思っており

ます。ぜひ活かしていただきたいと思います。 

それでは２つ目に移ります。総合病院は何も変わっていないと受け取られていていいん

ですか。不祥事に関しての処分は、町民感覚や世間の常識から見ても納得されるものでは

なかったと今でも考えております。なおかつ不可思議なのは、ダラダラと処分まで時間を

かけてきたのに今に至るまで町長は病院に対して何も打ち出していない。何故なのだろう

か。新・総合病院は何も変わらない、建物だけ新しくなっている病院と受けとめられてい

てもいいんですか。やりたい事はあるハズです。それを打ち出し、早く行動するべきと考

えるが、いかがでしょうか。 

○町長（岩村克詔君） 議長、町長。 

○議長（能登谷正人君） 町長。 

○町長（岩村克詔君） 三澤議員の２つ目のご質問にお答えいたします。総合病院の一連

の事件報道などによる町民からの信頼回復がまだまだ道半ばの中で、昨年 12 月に中央棟が

稼働しておりますので、１日でも早い信頼回復が急務と考えております。事件に関しまし

ては調査委員会から提言を受けた再発防止策により早期に管理体制の強化を図ってまいり

ます。八雲総合病院の存在は安心・安全な暮らしを守る地域医療の核であり、雇用や来院

される方の消費活動による経済効果は八雲町にとって非常に大きなものと考えております。

今後も自治体病院として、地域で担うべき医療を安定的かつ継続的に提供していけるよう、

医師招聘や必要な医療機能の整備に努め、さらなる経営の改善と医療及び医療サービスの

質の向上を図るとともに、併せて職員にとって魅力のある病院づくりを目指し、働きがい



- 120 - 

 

のある職場環境を作ることが地域住民の命と暮らしを守り続けることに繋がるものと考え

ております。そのためには新院長とは常に良好な関係を保ち、信頼関係を築くことが大切

であり、共通の認識に立つことにより病院経営や医師招聘対策など、力を合わせて行動す

ることが出来るものと考えております。病院経営の最高責任者は開設者であることを十分

認識しておりますが、今までの多くは管理運営は病院にまかせ、医療体制や経営の要であ

ります医師招聘などは病院長にお任せしてきたのが実態でございます。今後は経営管理会

議などに出席するなど、経営状況の把握に努め、さらに新年度からは町長を議長として構

成する病院事業運営会議に経営アドバイザー等を参加させ広く意見を求めるなど、健全な

病院運営のため積極的な係わりと強固な経営体制を作ってまいります。また、病院情報の

発信のためのホームページを一新したところでありますが、さらなる内容の充実や町広報

の活用、町民に医療講座などを開催することにより、積極的にＰＲし町内外への情報発信

に努め、患者サービスの向上等を図ってまいります。 

以上であります。 

○５番（三澤公雄君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 三澤君。 

○５番（三澤公雄君） 今のご答弁、前半と後半に分けて考えるとですね、後半、つまり

新院長が来てからの部分はかなり具体的なことを盛り込んでいるので、見守っていこうか

なと思うんですけれども。私病院に関しての質問これで３回連続なんですよ。９月から始

まって 12 月、そして今回と。で、９月の時点からもう早くするべきだと、処分等をね。そ

れが信頼回復の花火でもあり、きっかけになると。そういう意味で信頼関係が急務という

町長の考えとは合致するのですけれども。今ここに至っても管理体制の強化を図るという

言葉がありましたけれども。これも新院長を待ってからなのかなという意味で、今もう３

月ですけれども。今働いている人たち、そして外の患者さん、町民に対してアピールする

上では人事の刷新、これは欠かせないことだと思うのですけれども。そちらの方のやる気

というか、これは今人事という言葉を出しましたから、１議員の私から具体的に求めると

いうのは非常に越権行為という思いはあるので、なかなか口に出せないものですけれども、

９月からずっと言い続けてきた部分ですので。僕は信頼回復のきっかけはですね、やはり

そこにはっきりと予定されているのであれば、はっきり言葉に出してもらいたいと思うん

ですよ。というのは、この間の臨時会で特別職の議案でしたが、それに付随する職員の処

分案が出ました。これは議員にはかかわることが出来ないので、この一般質問の場でちょ

っと話したいと思うのですけれども。総じて軽いという、僕、この質問の冒頭にも町民感

覚や世間の常識から見ても納得されるものではなかったと考えている処分に映るんですよ。

１カ月 10％というのは、過去にどんなものがあったのかなというと、岩村町政になってか

らでいきますと、あわびの事件の課長補佐さんの処分と同じなんですね。あの時は補佐さ

んが１カ月 10％で、担当の課長さんが３カ月 10％だったと記憶しておりますが。今回この

事件は、上司というか一番の責任者である町長に情報が早くいかなかった。それは事故で

も何でもなく、行かさなかったという点をやっぱり重く考えなきゃいけないのかなと。だ
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から世間の常識・町民感覚やという部分でいきますと、そこで処分をしっかりとやらなか

ったことを打ち出せなかったわけです。だから３月のこの時期には、僕はもっと具体的な

その部分のお考えを今からでも出さないと、僕は働いている人たちの先が明るいものに見

えないということで、バラバラと辞めていっていると思うんです、看護師さんたちが。直

接これが町長の新人事案とかがどれほどブレーキになるか、今この時期になっては甚だ疑

問には映るんですけれども、出すと出さないのとでは大きく違うと思うんです。ここで話

せる範囲でぜひ言葉に、その辺のお考えを僕はちょっと伺わないと次に進めないように感

じているのですが、どのように考えていますか。 

○町長（岩村克詔君） 議長、町長。 

○議長（能登谷正人君） 町長。 

○町長（岩村克詔君） 今、三澤議員から処分についての話等々がありました。それとま

た人事の件の話もありました。私も町長になりまして行政というか大きい組織というのは

なかなか伝わるのが遅いなというのは、私も感じている一人でありますけれども。この病

院の事に関しては、やはり患者さんが止まらず必ずいますので、やはり患者さんに迷惑を

かけないということを第一に考え、次にはお医者さん、そして働いている人という順番に

なるんだろうなということを思っていますので。やはり第一には患者さんに迷惑をかけな

い、そしてまたお医者さんのこと、立場もありますので、この処分についてもこれからの

病院の体制についても、しっかりと皆さんに分かるように示していかなければならないと

私も強く思っている一人でありますので。総括の質問でありましたけれども、この病院に

ついては来週新院長が来ますので、議会中にいらっしゃいますので、その病院長先生が来

た後に、この４月１日までの中身についてはしっかりと新院長と打ち合わせしながらです

ね、新院長の思いもありますので、その辺を踏まえて進めてまいりたいと考えております

が、よろしくお願いいたします。 

○５番（三澤公雄君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 三澤君。 

○５番（三澤公雄君） 自分も遠慮がちに質問し、町長も煮え切らない答弁なので結局発

信できないんですよね。９月から僕は大変なことにならないようにと思って質問をしてい

るんですけれども。看護職の離職がやまないというのは、あえてここで看護部のことを言

うのは、本当、日が当らないというか、政治的なね。この議会の場でも医師に関しては本

当に言われるがままの部分はあるのですが、厚遇してきています。今はあえて厚遇という

言葉をあえて使わなきゃいけないような状況だと思います。で、医師招聘という言葉も町

長の口からよく聞くのですが、医師が働きやすくするためには看護師のみなさんの献身的

な支えというものが不可欠だと思うのですけれども、現状をどう見ていますか。町長は総

合病院に足しげく通っているということをこの頃お話していますけれども。200名を超える

看護部でございますけれども、僕は現状でも手が回らないというのは、９月の一般質問の

段階からも変わっていないと思うんですよ。で、その時点から補充はしているのでしょう

が、頼りになる人達からどんどん辞めていくという現状があって、やっぱり我慢の限界が
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あったのではないかなということを僕は推察してこの議題にしているんですけれども。そ

のやっぱり中心は、僕はあの事件の時にも明るみに出た看護部の声を軽視する事務長にあ

ると。そしてそれをどっちが上か分かりませんけれども、院長も看護部を軽視していると。

今はこの３月で院長はいなくなってしまったわけですから。でも、それとてその責任を痛

感して辞めたというわけではないと、この本会議場で今でも私の判断は正しかったと言い

残して去っていったわけですから。そういう意味でも看護部の不満というのは、僕はぬぐ

いきれないまま現在にいっていると思うんですよね。町長はこの今の看護部のご苦労の部

分はどのように感じていますか。それを伺ってから次にいきます。 

○町長（岩村克詔君） 議長、町長。 

○議長（能登谷正人君） 町長。 

○町長（岩村克詔君） 今、看護部の話であります。本当に私もこの看護師さんは大変な

り手もなく、苦労をされていると認識もしていますし、この看護師さんたちの声を、下の

方の声ももっと風通しの良いものにしていかなければならないなという思いでいます。こ

れから本当にこの看護師さんたちも大切ですし、また職員も大切な人たちでありますので、

しっかりと皆さんの声を聞きながら、これからの病院運営に役立てていきたいと考えてい

ますので、ご理解をお願いいたします。 

○５番（三澤公雄君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 三澤君。 

○５番（三澤公雄君） 病院の上層部が看護部を軽視している体制が今現在まで変わって

いないと。なおかつ本庁、町長をはじめ役場の中でもそういう捉え方でないような受け取

られ方をされるとしたら本当に救われないと思うんですよね、彼ら彼女らの日ごろの苦労

が。そこでちょっと副町長にもお伺いしたいのですが、今回の事件、総括で処分案を考え

る委員会の委員長として 12 月にもお考えをお伺いして見守ったんですけれども。結果的に

私は不満が残っているんです。で、どんな議論をされたのかを私は議事録を見せるべきだ

と主張しました。で、先の全協で見せられないということを総務課長の方から頂きました

けれども。その理由は行政運営情報では公開することにより、事務事業の公正または円滑

な執行に支障が生ずると認められる情報は公開にあたらないと。それは懲戒処分に関する

情報もそうだということで公開しなかったというふうに、僕は理解しなければいけないの

かなと思うんですけれども。これは一般的な事例だと思うんですよね。僕は 12月の定例会

でも言いましたけれども、非常にこれは新総合病院のスタートにとっても大切な処分案な

ので、そういうことも踏まえた上で検討してほしいという旨を言いましたし、重大な事件

になったきっかけは、先ほども言った事務長がまたは院長が看護部の声を聞かなかったと。

で、看護部はどういう情報を上げていたと言ったら、医師が麻薬に手を出しているかも知

れないという、まあ言葉は違いますけども、そういった非常に物騒な情報を持ってきたん

です。彼女たちもそのことを腹に括ってあげてきたと思うんですね。これは専門的な言葉

で言いますと、公益通報者というふうになると思うんです。公にとって役に立つ情報を上

げた人を守らなきゃいけないという法規定が国によって平成 23年に、地方でもそれに準じ
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たものを作ってくれというふうに上げてきて、八雲町もそれに準じた形になっていると思

うんですけれども。そのことも含めて今回の処分案を考えたのか。要するに彼女たちの立

場を守るため、守れなかったことを深く受け止めて考えたのかどうか。僕はそういう意味

で議事録の公開は必要だという思いで求めたのですが、一般的な理由で却下されました。

だからこの文言で言いますと、事務事業の公正または円滑な執行に支障が生ずるのは、こ

れを隠し通すことだと思うんですよ。しっかりと処分する時にそのことも踏まえ議論して

きたんだということが町民に広く受け止められれば、納得される処分だと思うのですが、

もし議論の中にそれが欠けていたら、処分はやっぱり当初から言っている納得されないも

のなんです。そういった見極めをされたくないために隠し通そうとしているんじゃないん

ですかという、こういう疑念もやっぱりね副町長、取り払うべきだと思うんですよね。ま

た、先ほど人事のことを非常に慎重に言葉を使いながら僕は求めてきたつもりですけれど

も、このことにも町長が踏み込んでご答弁出来ないというのは、慣例上ふさわしくないと

思ったからなのか、一方で、広く世間や役場内や議会内で本当にパワーを持っているのは

副町長ではないかという一連の噂の部分を、逆に証明する形になってしまうという僕も危

惧があるのでね。ぜひですね副町長、私はちゃんと議論してきたんだ。大いに議論すると

私の質問に対して大見栄を切ったわけですから、この議事録を公開してですね、私を含め

多くの関心を持っている人たちが、なるほど納得する処分案だったといったところから初

めて影の実力者副町長というイメージもね、案外そうではないのかもしれない、有能な町

長の右腕として支えている方なんだというふうに認識を新たにするきっかけというか、そ

ういう機会になるような形に出来ませんか。何回も処分の方に戻ってしまって申し訳ない。

もう議決もすんだことなのでということになるのですが、議決とは関係ない一般職員のと

ころはなかなか言う機会が無かったので、あえてこの一般質問に潜り込ませた形で、副町

長が我々にとって大切な副町長だと思ってこれからもお付き合いが出来るのか。なかなか

影のなんとかみたいなイメージがこれから独り歩きするのか。私は勝手にそういうふうに

この答弁にかけていますけれども。副町長、もう一度議事録の公開から踏み込んでいって

もらいたいと思うのですけれども、お考えをお伺います。 

○副町長（伊瀬 司君） 議長、副町長。 

○議長（能登谷正人君） 副町長。 

○副町長（伊瀬 司君） 懲罰審査委員会の議事録の公開につきましては、先の全員協議

会におきまして総務課長の方から縷々ご説明をさせていただきました。それに尽きるわけ

ですけれども。やはり私もこの審査委員会の中身について、それぞれの委員さんの発言、

それはやはり今後の審議におきましてもやはりいろんな意見を交わすためには、やはり中

立性を保つためにもこれは公開はすべきでないと、●●公開はするべきでないというふう

に考えてございます。あと、私が影の実力者というかそういう誤解がありますけれども、

私は町長の補助者として勤めさせていただいているつもりでありますので、そういう取り

方をする方もいるかも分かりませんけれども、決してそんなことはないと自分では思って

ございます。あとちょっと踏み込んでお話がありましたけれども、やはりこの公益通報制
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度、これにつきましては八雲町としても 23 年にその制度をつくりまして、全職員にも周知

をしてきております。ただ、今回の看護師さんが辞められたというのは、どんな理由かは

私どもは一身上の都合ということでお聞きをしていますけれども。通報した本人たちに不

利益が何かあったのかと、それは私はなかったというふうに思っておりますので、そこら

辺はご理解を頂きたいというふうに思っております。それと町長が人事の関係をお話して

おりますけれども、やはりこれから４月１日の職員人事、退職者も含めて人事の関係はま

だ公表できるような状況にありませんので、ご理解をいただきたいと思います。 

○５番（三澤公雄君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 三澤君。 

○５番（三澤公雄君） 公益通報のところにちょっと的を移しますけれども、これ 23 年の

６月の 16 日に八雲は要綱として副町長名で、今副町長の答弁がありましたけれども、八雲

町各部署にしっかりと行き渡っているという答弁だったのですが、本当に行き渡っている

んでしょうか。もう一度その辺は再度確認した方がいいと思います。この 12 月にお辞めに

なられたこの情報を提供した看護師の方々が、もしこの通報制度を知っていたら、これで

規定されている窓口等に併せて一報入れていたかもしれない。そうすると届かなかった情

報が直接町長に届くんですよ。町長部局に届くんですね。そういった意味でこの通達が活

かされていなかったという意味で僕は、この通達を副町長名で出しているわけですから、

副町長のこの事件に関する責任感というのは、僕は思ったより強く持っていてもらえたら

いいなという思いでこれを引っ張り出してきました。まあ、これは過ぎてしまったことで

すから、今後に活かすうえでもですね、こういった事件が再発するというのは非常に考え

づらいことかもしれませんけれども、結局彼ら彼女らが本当は職場愛に燃え、みんなと一

緒に苦労しながら新病院の中で切り盛りしていきたい。それが忙しい中に辞表を出したと

いうことが、ある時どこかの場面で外部に漏れたことが推察されるんですが、そのことに

よって、要するに働く仲間同士での逃げるのかというような、多分そういったもので居づ

らくなったというのが推察されるんですよね。これも結局は情報を止めたものが直接手を

下したわけではないのかもしれませんけれども、通報者が身を賭して行動したことが報わ

れなかったという意味では、広い意味で公益情報の取り扱いでの被害者だと考える方が、

僕は素直なのかなと思うのですよ。ぜひ、今後そういった再発が無いように、この情報の

提供の仕方というものを各部署に徹底する必要があるのかなと思うのですが、そこのとこ

ろをよろしくお願いしたいと。これはやってくれるものだと信じていきますが。 

改めて看護部の方の話に戻します。新病院になって、要するに建物の内部での配置なん

かが変わって、病棟再編等が行われて、それが 12月だったと思いますけれども。今でも非

常に、慣れれば大丈夫というレベルではないように現場から声が上がっていると思います

が、そのことに僕は早急に手立てが必要だと感じております。町長は看護部の方の声が全

然入っていないような答弁を先ほど頂きましたけれども。結果から申しますと、病棟再編

成の提案を看護部は上げているんです。人数が少なくなってきている現状を鑑み、また新

しく組んだこの再編も看護部の中全体を見渡した時に、仕事の量の濃淡、忙しいところは
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非常に忙しい。そうでもないところもあるようだということで、現場の方で積極的にそれ

をいい方向に変えようとして提案したものだと思うのですが、これも会議の俎上にも上げ

られないという現状を今回の調査の中で聞きました。つまり看護部の声は今でもすくい上

げられていないと。この現状をぜひ重く見ていただきたいと思うのですが。どう思います

かという答弁は事務長になるんですか。僕は本会議場で彼の答弁はあまり聞きたくないん

ですよね。分かるでしょ町長。だって９月に看護部の声を聞いていないんじゃないかって

質問をして、「そんなことはありません。患者に一番近い人たちの声を軽視するわけがない

じゃないですか」って答弁を頂いているんですよ。それを受け止めますよね、この本会議

の場でそう言うんですから。だけど出てきた調査報告書はどうなっていますか。自分はま

さか、院長はそんなことをやるはずがないという主観が勝ってしまって、看護部から上が

ってきた声は、そんなことあるはずがないと、院長と二人して聞いていないんですよ。そ

ういった現実がありながら、この本会議場で議員の指摘に対してシラッとそういう答えを

するわけですから。今の看護部のことも本当は現場に近い管理責任のある方に答弁を求め

たいんですけれども、答弁の質に信用がおけないので町長に求めるしかないんですが。こ

の現状を知らないのであれば、早急に調査し、行動を起こすべきだと思うんですよ。あえ

て付け加えるなら、調査する項目は病棟別の残業時間集計というのがあると思います。あ

る時期から、これは責任者の方に聞いたのですが、現場の看護師さんはガシャコンってい

うあれがない職場、それは交代制を取っているからそういう負担がないように仕事がまわ

るということが前提でタイムカード等がない職場だと思うのですが。１日に３時間から６

時間の残業が当たり前だという現実だそうです今は。で、それをその通り上げてくれと、

責任者は現場の人方に言って、恐る恐るそれをその通り上げているそうです今は。という

と、その証言をいただいたら当然疑問に思うのは、ある時期は意識的に認められる範囲で

過少申告をしていた時期があるんじゃないのかなという目で調べてもらいたいし、またも

う１つは、今本当に彼ら彼女らが報告した数字が、事務方のいわゆる賃金に変わる時にち

ゃんとその通りカウントされているのかどうかという、この現実もですね、私が調べてこ

こである時期に喋ることになったら大変なことになると思うので。町長が前回、私は椅子

を置いてでもやるという決意を言ったわけですから。私は宿題として町長に預けます。早

急に彼ら彼女らの現実を知る努力をしてください。人事刷新にまだ数日を要するのであれ

ば、町長自らのその行動によって、今疲弊している現場が一筋の光明を見出すかもしれま

せん。それはチャンスだと思います。そうならないかもしれない、今頃何しに来たんだ。

でも、そういう声を一時的に受けたにせよ行動することは間違っているとは僕は思いませ

ん。ぜひですね、まあお忙しい身ですから代役を立ててでも町長がしっかり把握する形で、

今言った僕の宿題をぜひしっかりと調査して、そして現場に届いているよという発信をす

るのは、僕は長い目で見ればというか、今取り得る最善の方法なのかなと。看護部に対し

ては。そして、しかるべき時期に人事刷新がなった時に、改めて今まで足りなかった部分、

目をかけなきゃいけなかった部分を改めて打ち出していけばいいのかなと思うのですが。

今それを待っていては、ようするに新体制においての行動からでは、僕は離職が止まらな
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いと思うんですよ。一議員の推測かもしれませんけれども是非ですね、この要求を聞いて

町長はどう思いますか。お考えをお伺いしたいと思います。 

○町長（岩村克詔君） 議長、町長。 

○議長（能登谷正人君） 町長。 

○町長（岩村克詔君） 今ですね、三澤議員から看護部の件についてですね、いろいろと

話は聞かさせていただきました。私が思っている以上に大変なんだなという思いでいます。

ただ、これは私もしっかりと聞く必要があるだろうと今思いますので、早急に看護部の方

と、どの部署とどのくらいの人達と話合いをするのかはわかりませんけど、早急に話し合

いをしながら対応をしてまいりたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

○５番（三澤公雄君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 三澤君。 

○５番（三澤公雄君） 私には町長の行動力に期待するしかありません。是非ですね、も

う動き出している新総合病院ですから、町長の早い行動力に期待します。僕の後に牧野さ

んも控えていますので、後の部分はしっかり牧野さんがさらなるお話をしていただくと思

いますので、私は３番目に移りたいと思います。 

子育て世代と総合病院を応援する政策ですが、という意味深な書き方をしました質問で

す。各自治体で医療費無料化を競いあっています。 

八雲町は自治体で病院を経営しているので、この競争には乗れないという説明は、我々

議員は理解できるが、当事者、つまり子育て世帯の方々には簡単には理解されないと思い

ます。本当にできないものでしょうか。例えば今回の予算においても 11億 5,900 万円程を

病院会計に繰り入れておりますが、例えばそのうち１億円を中学生までの医療費無料化の

財源に回す。ただし、対象者は総合病院にかかった方々だけですよ。というのはどうでし

ょうか。総合病院の患者増になるだろうし、子育て世代にも喜ばれる政策になると思いま

すが、どう受け取りますか。 

○町長（岩村克詔君） 議長、町長。 

○議長（能登谷正人君） 町長。 

○町長（岩村克詔君） それでは三澤議員の３つ目のご質問にお答えいたします。子ども

医療助成は、子育て支援としては内容は様々ですが、全国の全ての自治体で実施されてお

ります。当町では平成 26 年 10 月より就学時前の子ども医療費の無料化を実施しておりま

すが、昨日の大久保議員の質問にも答弁したとおり、町財政や国保会計へ及ぼす影響の検

証を行い、さらなる子育て世帯の経済的負担の軽減について検討することといたしました。 

議員提案の総合病院限定の助成方法を一つの案として考え、町財政と総合病院の経営面

から見ますと、助成拡大分の財源を繰出金に求めれば、町財政はプラスマイナスゼロ、仮

に助成額を１億とすると、総合病院の収入は患者数が増えなければ１億円の減収、収支均

等には１億円を担う患者数の増加が必要となります。また、町内には町立の熊石国保病院

や民間の医療機関があり、その経営を圧迫する可能性があることや、やむを得ず札幌や函

館の医療機関を受診しなければならない子どもの助成がないこと。また、町民の医療機関
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の自由な選択を制約しかねないことなど、公平性を確保することが困難であることから総

合病院限定の助成はできないものと考えていますので、ご理解をお願い致します。 

○５番（三澤公雄君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 三澤君。 

○５番（三澤公雄君） まことに想定内の答弁です。私計算に弱いので、せいぜい丼にメ

モリが付いているくらいの計算しかできないものですから、ただ感覚でですよ、病院の当

初予算、決算まで無修正のまま補正も無しにいったためしはないんですよね。だから今回

の、ほんとに大雑把かもしれませんけど 11 億 5,900 万円というものが、守れないっていう

前提で考えるのも本当に失礼なことかもしれませんけども、政策支援として、要するに真

水で現金を穴埋めするというやり方は、病院経営を甘やかすだけだという指摘で、これを

作ったんですよ。 

今回のこの３番目の質問は、病院に対して文句ばっか言っている三澤じゃなくて、病院

への応援っていうことも考えているんだよという、変なアピールかもしれませんけど。患

者をどうやって回復させるかという意味で、知恵を絞る必要があるんだなと。そのことと、

自分も子育て世帯を応援している議員の一人として、これをガッチャンコさせた訳なんで

すけども。政策の発想というのは、僕もっと自由度があってもいいと思うんですよね。今

言った町長の理由、聞けば一つひとつ納得する理由ですけども、やらない理由を考えるよ

りも、やれる方法を１つでも考えていくと。岩村克詔ってそういう人間だと思うんです。

民間経営者だから。他の病院との公平性って、そんなの考えてられないでしょう、総合病

院の経営考えた時に。確かに国保病院っていうことを持ち出されると、公平性を欠くなと

思うんですが、子どもの部分ですし、一方で国保病院は、国保病院に通ってくださいよっ

て熊石地域にバスを走らせているわけですから、熊石地区の子育て世代の人たちが総合病

院にかかっていただくのは大歓迎なんですけども、国保病院の経営に邪魔することにはな

らないと。一方で町内の民間病院に関しては、そこは総合病院の経営第一ということで解

ってもらうというのは、僕は十分に理解されると思うんですね。 

この政策に拘るわけでありません。一方でこの政策が無理であれば、さらに医療費を限

定するという意味で、高額療養費制度というものが国の制度であって、その分地方も出し

ている分ありますけども。その世帯ごとに上限が８万円とかって決まっている世帯でも、

中学生や高校生がいたら、その子がかかった場合は半分若しくは４分の１まで基準を下げ

る。つまり町の持ち出しは増えるわけですけども、本当にかからなければいけない大病だ

とか突然の怪我だとか、そういった人たちに医療費を助成すると。健康な人たちには、医

療費無料化というのはもともと恩恵がないですし、そういった面での不公平を考えた場合

は、限定しつつもそこには町の支出があるんだよ、応援していくんだよと。医療費に関し

ては、まだまだ検討の余地はありますんで、引き続き、やるんだという前提で考えてもら

いたい。昨日、大久保議員があの手この手と、言葉を使って町長を口説こうとやっていた

のを目の当たりにしていますので、僕も政策を変えながら答弁を求めて行っても、昨日と

不公平のないような答弁をすると思いますので、これ以上突っ込みませんけれども。今僕



- 128 - 

 

は２つ目の提案もしました。つまり、やる気があればいろんな方法が考えられると。まし

てやそれが、他町がやっていないことであれば非常に PR になることですから、是非参考に

していただきたいなと。子育て世代の支援というのは、僕の２つ前に質問しました赤井議

員と考えがほぼ似てまして、やはり教育の分野だと。去年教育のことで、この場でお話し

させていただきましたけども。どの子どもたちにも等しく恩恵があるといえば、やっぱり

教育に対する投資だと思いますので。ここでその話をすると外れますが、総合病院への支

援策というものを、今子育て世代に限定して今二つ提案しました。この他にも総合病院へ

の患者回復の手だてというのは、ちょっと知恵を絞る必要がある。医師招聘だとか、一方

で僕が先ほど非常にこだわった看護部門への待遇改善というか、彼ら彼女らに政治の光を

ちゃんとあててほしいと。これも長い目で僕は患者回復に繋がる、つまり働く側が心のゆ

とりを持つことによって、絶えず言われている接遇の改善というのは、僕は直結すると思

うんですね。 

もう眉間にしわ寄せてノルマの、要するに抜けた穴を埋めるために必死で働いている人

たちに接遇改善って、声を聞いてない人たちが言ったって届くわけないですよ。てめえも

働けこの野郎って。マイクに載らない程度で言いましたけれどもね、そういう気持ちにな

っているのが現実だと思いますよ。戻っちゃいますけれども、早く看護部のことも町長の

行動力で何とかしてもらいたい。３番目のことをまとめますと、総合病院の支援策という

ことで今二つ提案しましたが、それにこだわらず、町長の方で今もし考えていることがあ

ればご披露してもらいたいと思いますし、そこまで届かないんであれば、意気込みとか心

意気を一歩でも二歩でも確実なものと受け止められるような言葉を使いながらご表明して

いただきたいと思います。 

○町長（岩村克詔君） 議長、町長。 

○議長（能登谷正人君） 町長。 

○町長（岩村克詔君） 三澤議員から総合病院に対しての、総合病院だけの医療費無料と

いうのは面白い発想だなということで、私もこういう考え方もあるんだなと考えました。

ただ、これには公平性が保てないということもありますので、この辺もしっかりとですね

考えながら、あらゆる手立てを使いながら総合病院の支援と、また子育て支援を併せたよ

うに、これからもしっかりと検討して反映していきたいと思っていますので、ご理解をお

願いいたします。 

○５番（三澤公雄君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 三澤君。 

○５番（三澤公雄君） 終われないじゃないですか。公平性っていう、いわゆる町長の公

平性、要するに他の病院もっていうことにこだわっていたらね、ほんとに財源を一から探

してこなければならないんですよ。財源の負担を無くすというのは、僕はお金を回すとい

うことだと思うんですよ。そのための理解を広く町民には、僕は総合病院のためだという

のは求められると思うんです。他の医療機関も仕方ないなと思ってくれると思うんですよ。

彼らは民間の発想でいろんな、例えばワクチンの金額だって差を付けていたり、いろいろ
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やっていると思いますし。 

少ない財源の中で努力してほしいと思ってやっていたことを、財源問題で逃げてた立場

の方がですね、公平性ということを言って余計お金がかかるような逃げ方をされると、ち

ょっと僕は違うのかなと思うんで。僕は総合病院の支援策の一つ大きなウエイトは、総合

病院だけ良くなればいいんだと言うくらいの。これは言い過ぎかもしれませんけどもね。

もっとやっぱりそこに踏み込んで行かない限り、見えてくる施策は無いんじゃないかなと

思いますので。ぜひお考え直し下さい。以上で質問を終わります。 

○議長（能登谷正人君） 答弁いいですね。 

○５番（三澤公雄君） はい。 

○議長（能登谷正人君） 以上で三澤公雄君の質問が終わりました。 

次に牧野 仁君の質問を許します。 

○９番（牧野 仁君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 牧野君。 

○９番（牧野 仁君） それでは質問に入ります。 

地域医療再生について。地方を中心に医師不足は続き、大病院でも患者中心とはほど遠

く、医療事故のニュースも繰り返されており、増え続ける医療費とともに、不安を感じて

いる町民は多いのではないでしょうか。地方病院の相次ぐ閉鎖などで地域医療に立ち行か

なくなった原因として、多くの人が医師不足を指摘しています。しかし、本当にそうでし

ょうか。厚生労働省大臣官房統計情報部の調査による数字を見れば、医療崩壊が社会問題

になっていなかった 1998 年の医師総数は 24 万 8,611 人でしたが、2006 年には 27 万 7,927

人と２万 9,316 人増加しています。そして、2012 年には医師の総数は 30万 3,268 人と、６

年のあいだに２万 5,341 人増えています。それでもなお、地域の医療が再生していないの

は、地方で働く医師の不足であり、そこには、地方自治体では解決できない大きな原因が

あることは間違いありません。だからと言って手をこまねいていては、前に進むことはで

きないので、今後、八雲総合病院として医師に選んでもらえる病院になるため、どの様な

取り組みをしていくのか。他にも、看護師をはじめ、医師以外の医療スタッフも不足して

いると聞きますが、それらの対応はどの様にして行くのか、具体的に策をお伺いします。 

また、接遇改善には病院をあげて取り組んでいると報告されていますし、とても良くな

ったという患者の声も聞いています。しかし、残念な話もいまだに聞かれます。今一度、

接遇改善への取り組みと成果、今後どのように進めて行くのかについてお伺いいたします。 

○町長（岩村克詔君） 議長、町長。 

○議長（能登谷正人君） 町長。 

○町長（岩村克詔君） それでは牧野議員のご質問にお答えいたします。議員ご指摘のと

おり全国的に医師数は増加傾向にあるものの、地方で働く医師数は増加していないのが現

状であります。平成 24 年の調査で人口 10 万人当たりの医師数は、全国平均が 237.8 人、

北海道で 224.9 人と全道規模で見ますと全国平均並みとなっています。しかしながら北部

渡島檜山では 114.6 人、道南圏では 207.3 人と、全道平均のほぼ半数の医師しかいない状



- 130 - 

 

況にあり、医師の地域偏在の影響を大きく受けている状況にあります。 

近年、道内の医師の多くは札幌圏出身者が占めるようになり、地方を実感していない場

合があると聞いております。また、中堅医師となると、ちょうど子どもの教育時期と重な

り、単身での赴任を余儀なくされることから、地方勤務を敬遠される傾向にあります。卒

業後 10 年以内の若手医師が何を重視して勤務地などを選択しているのか、日医総研の調査

によりますと、年収が高いこと、過疎地・へき地・離島でないこと、休日が多いこと、当

直回数が少ないこと、３次救急でないこと、などとなっております。これらのことから診

療収入に応じた手当や待機手当制度の導入。また、出張医の活用により常勤医師の当直業

務の軽減等も図っているところであります。このほか医師住宅の新規一括借り上げにより

医師の住環境の整備改善も併せて進めてまいりました。 

また、大学医局派遣以外の医師の招聘策として、研修医を積極的に受け入れ、活気のあ

る医局、やりがいのある職場づくりも進めているところであります。これからも関係機関

と連携しながら取り組みを進めてまいります。地方の病院に勤務する医師は、自分自身の

医療によって地域から感謝されることに生きがいを感じる場合が多く、地域で支えること

が医師定着の大きな要因になるものと考えております。また医療スタッフにつきましても、

今定例会に提出をしております、薬剤師向けの新たな奨学金制度の導入をはじめ、看護師

対策としての看護学校訪問の強化や新人看護師の研修の充実を図ること等も進めておりま

す。このほか、中高生を対象とした一日看護体験学習の積極的な受け入れや、病院独自事

業として、小中学生を対象とした「なりきりツアー」の実施を行い、将来の職業への理解・

憧れを醸成してまいります。 

接遇改善につきましては、平成 25 年４月に接遇の向上を図り、心のこもった患者サービ

スを実現するため、接遇向上委員会を設置しております。この間、平成 25 年度は患者様ア

ンケート調査及び接遇研修会の実施、平成 26年度は本館棟改築工事のため、職員による院

内誘導体験により接遇意識の向上をはかり、同時に来院者の負担軽減のため専属の院内誘

導員を配置したところであります。今年度は接遇スキル向上のため各部署等から選抜され

た職員 18 名による接遇リーダー養成講座の受講と、先進病院への視察研修に取り組んだと

ころであります。２月には全職員に向け、６カ月間に渡った研修の成果を発表し今後につ

なげていくこととしております。今回実施いたしました接遇リーダー養成講座は、少なく

とも３年間継続することを予定しており、新たな職員によるリーダー養成講座を実施し、

接遇の輪を広めていくこととしております。また、２ヶ月ごとの接遇目標を掲げ院内へ掲

示し、接遇への意識向上に努めているところであります。今後は、接遇について長年にわ

たり指導・助言をいただいている民間接遇指導会社や管内の接遇における先進病院などの

支援・協力を得ながら、さらなる取り組みを進め、職員の接遇に対する意識改革を行って

まいります。近い将来、リーダー達による部署ごとのプロジェクトチームを立ち上げ、自

分たちで点検・検証を進め、独自のマニュアルを作成し活用していく予定でありますので、

よろしくお願いをいたします。 

○９番（牧野 仁君） 議長。 
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○議長（能登谷正人君） 牧野君。 

○９番（牧野 仁君） 今日は３月 11 日ということで、災害起きて５年。復興にもまだ遠

い、そして第１原発福島、まだ自分の故郷に戻れない方もたくさんいると。ある自治体で

は、戻る場所もあるのだけれども、病院がなくて戻れないというアンケート調査、６割方

いると聞きまして。そこで私は、八雲も 26 年４月に災害拠点病院として認知されて今日ま

で来ているわけでございますけれども、去年ですね、病院づくり構想で４月１日付で私見

たんですけれども、この時に 26 年度は確かに内科医は常勤７人いて、だけどもすぐ４月に

二人辞めるという形になって、５人からスタートしたと。去年のことは思い出したくない

けども、事件があって二人が辞めた。そうすると３人態勢になったということで、緊急時

に旭川医大から週に１回一人来ていただいて、11 月にやっと一人来たということで、大変

医師不足には頭を悩ますのですけれども。今後ですね八雲も医師獲得に向けて、いろいろ

施策を考えていると思うんですけども。ちょっと今町長の答弁で耳を疑ったのは、若手医

師の今何を重視しているか５項目おっしゃいましたけども。これ聞いて私民間から見てで

すね、働く気があるのかなという感じを受けました。びっくりしました。私も自分の子ど

もが、そういう目指している子どもがいまして、当時は人の役に立ちたいとか、人の命を

救いたいという大学生が多かったんですよね。そして志ある医学部を目指していた子ども

たちを僕見てきているんですけども、10 年後にはこういうふうになっちゃうんですかね。

中にはブラックジャックみたくなりたいという子どももいました。しかし今の 10 年後のア

ンケート調査、何人調べたのか解りません。1,000 人調べたのか１万人調べたのかわかりま

せんけど、これはちょっと異常だなと私個人的には思います。大変この医師確保に向けて

年収のことも触れましたけども、あまり触れたくないんですけども、こればかりじゃない

んでないかなと私は思っています。 

そこでですね、ちょっと質問に入りますけれども。先ほど大学医局、派遣以外の医師の

招聘策として研修医の積極的受入れ、活気のある医局ややりがいのある職場づくりを進め

ているという答弁いただきましたけれども。それでは、これに対して八雲は受け入れる側

としては、今の体制で職場づくりなっているんでしょうか。それをお聞きしたいです。 

○総合病院管理課長（成田耕治君） 議長、管理課長。 

○議長（能登谷正人君） 総合病院管理課長。 

○総合病院管理課長（成田耕治君） 今、研修医につきましては２年次目の研修医が１名

と１年次目の研修医が２名、計３名が当院で研修をしている状況にございます。研修医に

つきましては２年間のメニューを組んで、各診療科を１ヶ月から３カ月に渡って研修をし

ている状況にあります。この研修医の指導医については、だいたい各診療科の若い先生が

対応することになっていますけども、その診療の先生については自分の勉強にも大変なり

ますし、また病院全体として研修医を受け入れることによって、相当の活気ある影響のあ

る体制というか、そういうような環境を作っている状況にありまして、各医育機関として

も研修医がいるということで、派遣出張医も含めていろんな指導医、常勤医だけでは対応

できない状況もございますので、出張医を派遣いただいて研修医の指導をするなど、そう
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いうような対応も、今していただいているような状況でございますので。また、次年度は、

10 月のマッチングでは２名の研修医がマッチングして４月から来る予定でございましたけ

ど、１人については事情があって来られなくなって、４月からは１名の研修医が新たに増

えるということで。また、２年次については、今１年次の２名が２年次目になるというこ

とで、３名の体制は変わりませんけども、そのことを受けてですね、各、北大なり、札医

なり、旭川医大なり、そういうところでの医師の派遣も含めて、いろんな協力体制をもち

ながら活気のある病院ということで、今進めようとしておりますので、よろしくお願いし

たいと思います。 

○９番（牧野 仁君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 牧野君。 

○９番（牧野 仁君） 今のお話を聞きまして、やはり職場環境づくりは一番大事なこと

だなと。私は今日はそれを重視してお話ししたいのですけども。昨日も横田議員がおっし

ゃっていた看護婦の話も出ましたけれども、15人辞めるという話事務局からありまして、

私もびっくりしました。 

八雲は、やはり総合病院で一番問題になっているのは職場環境かなと私は推測している

ところでございます。何故かと言いますと、いろんな事件からみますと、やはり上と下と

の風通しの悪い部分もたくさん出ていますし、三澤議員もおっしゃってたとおり、いろん

な面で看護婦さんモチベーション下がっている方多いです。せっかく働いて、辞めるとい

うことは相当勇気のいることなんですよね。これをしっかり精査しないと、今後八雲病院

は生き残れませんよ。これは私も会社経営者ですけれど、従業員いなかったらうちの会社

潰れちゃうんですよ。そのくらい人というのは大事なんですよ。簡単に辞めた人を、すぐ

新しい人を入れるからいいんだと考えは捨てていただきたいですよ。そこでですね、スキ

ルアップもこれから考えると。これも 20 年も 30 年も遅れている話しなんですけれどもね。

看護師さんにはぜひ予算を付けて、しっかりスキルアップ出来るように、若い人に希望を

持てるような環境を作ってほしいんですよ。私、個人的にいうのもあれなんですけれども、

２、３年前から高校生と行きあう機会ありまして、町長の名前使って言ったんですけれど

ね、今は八雲町長は皆さんを大事にしますと。そして粗末にしませんからと約束したんで

すよ。私お話した中で、八雲では何が足りないかと言ったら、医者とか医療スタッフとか

看護婦が足りないので、ぜひ３年間でも４年間でも勉強に外に出てもいいんだけども、戻

ってきて欲しいということを頼んでいるんですよ、日々。 

それは町長も知ってほしいんですけど、ぜひ若い奨学金もらって一生懸命学んだ子を３

年で辞めさせたり、そういうことをしないでほしいんです。八雲で働いて良かったなとい

うような職場づくりを是非やってほしい。それが出来てないから毎年十何人も辞めて行く

んですよ。それが赤字の数字に出ているとおりなんですよ。言いたくないけれども。まあ、

最後に言いますけどもね、これ。町民が一番指摘されていることなんですよ。私も２回議

会報告、必ず病院が８割方質疑あるんですよ。これを何とかしないと全てのものが出来な

いんですよ。地方創生も何もかも出来ない。そうでしょう。財源は決まった財源でやると
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いうことですから。そこを重視して事務局長に聞きたいのは、やはり医療再生の鍵はです

ね、インセンティブは意識改革なんですよ。それは何故かと言うと、明るい職場環境と良

き仲間という言葉があるんですよね。一生働ける安心感、自分の好きな仕事に集中して、

切磋琢磨出来る仲間から認めてもらえる喜び。これは元々医療に内在している様々なとき

めきがあるんですよ。これからはこういった、労働時間も多少長いこともありますよ命を

救う医者はね。だけど希望額が、多少給料が少なくても楽しく働ければですね、良い仲間

がいれば仕事が楽しくなるんですよ。そんな意識が生まれる環境を先頭になってやってほ

しいんですよ。町長にもお願いなんですけれども。これから病院に椅子を置いて頑張ると

言っていますから、ここをしっかりやってほしい。これからの若い人を育てる意味でも、

本当に働く人の環境を良くしないと病院は経営大変ですよこれ。だって憶えるまで３年、

５年かかるんですもの。患者さんだって痛みをこらえて病院行くんですけどもね、やはり

看護婦さんを頼りにして行くんですから。やはりスキルアップしていると、看護婦さんも

医者にもの言えることもあるんですよ。お医者さんも少しは看護婦さんに仕事を分けられ

る話もあるんですよ。文書を書くとかそういった話になるんですけども。やっぱりスキル

アップすることによって医者も助かるし、患者さんも助かる話なんですよ。そしてミスも

見つけられる。完璧な人はいませんよ医者だって、看護婦さんだって。お互いに点検でき

るんですよ、お医者さんのやっている仕事とか看護婦さんのやっている仕事。やはりクッ

ションの役割は看護婦さんなんですよ。看護婦さんが 200 人働いている人がそういう意識

を持てば、総合病院は絶対黒字に近い数字が出てくると思うんですよ。これからの病院は

２極化が求められているんですよ実際。大病院となると。やはりそれにたち遅れないよう

にやるには、そういう職場環境を是非作らないと。もう時間がないと思います。ですから、

それに対しての予算化をまだ全然見えていませんので、医師ばかりに研究費を 1,200 万と

かいろいろ使われています、見ましたら。そこを改善しない限り、八雲の病院はより良い

病院づくりは出来ませんよ。 

そこでですね、町長にお願いあるんですけども。グランドオープンに向けてこれから 12

月にありますよね。そうした病院に対してですね、町長自身も何か施策を考えていると思

うんですけれども、何か一つ二つあると思うのですけど、考えをお聞きしたい。 

○町長（岩村克詔君） 議長、町長。 

○議長（能登谷正人君） 町長。 

○町長（岩村克詔君） 今、牧野議員から、私が病院に机をもっていきたい気持ちで頑張

るんであって、持っていくわけでありませんので、ご理解願いたいと思います。今グラン

ドオープンに向けて、先ほどから言われている通り、しっかりと院長先生と関係を持ちな

がら、そして看護部、働く人たちの話もよく聞きながら、特に患者さんの気持ちを踏まえ

て、これからグランドオープンに向けてしっかりと風通しのいいように頑張ってまいりま

すので、ご理解をお願いいたします。 

○議長（能登谷正人君） 何か政策はないかと。 

○９番（牧野 仁君） 議長。 
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○議長（能登谷正人君） 牧野君。 

○９番（牧野 仁君） まあ、これから何か考えてくださると思いますが。それではもう

少し質問に入りますけども、先ほど医師住宅の新規一括取り入れで住環境整備を併せて進

めてまいりましたけども。医師住宅の入居状況、今どの程度活用されているかお聞きした

いんですけれども、よろしくお願いします。 

○建設企画課長（沢野 治君） 議長、建設企画課長 

○議長（能登谷正人君） 建設企画課長。 

○建設企画課長（沢野 治君） ご質問にありました相生町の医師住宅でございます。戸

建てが８個、２LDK の共同住宅が８戸、１DK の共同住宅が 12 戸という構成でございまして、

戸建につきましては佐藤前院長が退職までは全戸埋まってございました。今、佐藤前院長

が出られましたので、空室は１戸となっております。あと２LDK の共同住宅につきましては、

研修医を含め現在３人、４月からは４人が入ります。そのほかでは出張医で３室を確保し

てございます。１室を空室として新医師用に開けている状況にあります。１LDK の部分につ

きましては、常勤医としましては１名が入ってございます。 

そのほか、研修医が今後入る予定でございました。先ほどの管理課長の答弁にもござい

ましたとおり、４月から２人を予定しておりましたが、１人がちょっと難しくなったとい

うことで、この分が１戸空きということになっております。後につきましては、麻酔科、

泌尿器科、皮膚科、眼科等の出張医でほぼ埋まってございます。相生住宅につきましては

以上のとおりでございます。 

○９番（牧野 仁君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 牧野君。 

○９番（牧野 仁君） ありがとうございます。医師住宅で今のところは別にトラブルも

なく入っていると思うんですけれども、今のところプライベートとかそういうデメリット

みたいなものはなかったでしょうか。 

○建設企画課長（沢野 治君） 議長、建設企画課長 

○議長（能登谷正人君） 建設企画課長。 

○建設企画課長（沢野 治君） 相生住宅に関しましては、新しい住宅ということでござ

いまして、それぞれ今までと若干、ドクターにとっても勝手が違うという部分がございま

した。ネット環境などが当初、予定した部分が働かなかったりというのはありましたが、

今については大きな要望、トラブル等はございません。 

○９番（牧野 仁君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 牧野君。 

○９番（牧野 仁君） ありがとうございます。それでは病院の医師について再度質問し

ますけれど。先ほど町長からの答弁で、地域からの感謝される生きがいを感じる、地域で

支える医師定着が大きな要素と言っていますけども。この地域で支えるというのは何を指

しているのか、ちょっと今のところ、私分からないのですけども。それに対して何かあれ

ばお聞きしたいんですけども。 
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○町長（岩村克詔君） 議長、町長。 

○議長（能登谷正人君） 町長。 

○町長（岩村克詔君） 牧野議員のご質問にお答えします。地域でということは、やはり

我々町民がお医者さんに対しても、来ていただいて感謝だとか、地域の中で環境を持って

いくと。そういうことも医師の確保には大事なことだろうという意味でございます。 

○９番（牧野 仁君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 牧野君。 

○９番（牧野 仁君） 感謝されるには日々の医師と住民とのコミュニケーションという

んですかね、やっぱりそういうのも大事になってくる。私が付け加えてお願いしたいのが、

町民もやはり当事者というまではないんですけれども、近いと思うんです。そこで医者と

の交流を持てる場所を作ってあげたらどうかと。例えば講演を開くとか、フォーラムを開

くとか、年に何回かシルバープラザで集めて何かテーマを決めて、小児科なら小児科、内

科なら内科、年に何回かあってもいいんじゃないかと。それによって八雲病院の先生はこ

ういう考え持っているんだと、こうことをすれば病気しないで済むんだとか、いろんなコ

ミュニケーションが取れてくるんじゃないかなと。それが初めてお医者さんから感謝され

る言葉も出てくるし、信頼も生まれてくると思うんですよね。そういうこともこれからや

っていっても良いんじゃないかなと。やはり常勤医も休みの日は多少あると思うんですけ

れど、１年を通しての１回か２回の話です。常勤医が 23 人いたら当番決めて、今年６人で

何かやってくれないかとか、そういうふうに３年のビジョンで交代でやってもらえるよう

なシステムを作ると、もっと住民と医者との距離が近くなるような。そうするとより良い

病院の関係も作れるじゃないかなと、私は個人的に思います。そういう環境をぜひ作って

いただきたいなと思います。それは可能でしょうかね、現場では。どうでしょう。 

○総合病院管理課長（成田耕治君） 議長、管理課長。 

○議長（能登谷正人君） 管理課長。 

○総合病院管理課長（成田耕治君） 先ほどの三澤さんの答弁の中にもありましたけれど

も、これから病院の情報を発信するために、町民医療講座等実施してまいりますというこ

とで答弁をさせていただいておりまして、今も年に１度は町民を対象とした講座を含めま

して、当院の医師、それからまた派遣をしていただいている北大だとか、札医の教授も含

めて講演会を開けるようにですね、今後もこのような機会を作ってまいりたいと考えてお

りますので、よろしくお願い致します。 

○９番（牧野 仁君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 牧野君。 

○９番（牧野 仁君） ぜひ、そういうことで進めてやってほしいなと思います。接遇改

善について、さっき町長からご説明ありましたけれど。僕も２年前工事やっている間、見

舞いにちょこちょこ行って、どういう対応しているのかなと、ちょっと心配しながらお邪

魔しました。その時は誘導もスムーズにいって、きちんとやってくれているなと。ただ、

残念な話、去年と今年ちょっと不都合があったのか知らないですけど、看護婦さんの対応
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が悪いという声を聴いたものですから。やはり 200人いる中ですから、１人か２人のこと

だと思うんですけども、そう信じたいです。そうならないためにも是非、接遇改善はさっ

き答弁いただきましたが、ぜひ改善していろんな面でいい方向にサービス出来るように向

上を図ってしてほしい。そこでリーダー的な役割が一番責任が重いと思うんです。私も経

営者に若くしてなって、いろいろ勉強、研修会 20回位行ってきたんですけど。最初は真剣

なんですよ。だけども終わっちゃうと忘れることあるんですね。再度考えてやるんですけ

れども。そうならないために、やはりどこが問題点があったのかというのを、いろいろや

り方があると思うんですけれども、私もその時のことを思い出して、ちょっとメモしてき

たんですけどもね、効果が感じられない場合もあるだろうし、ちょっと自分もモチベーシ

ョン上がらない時もあるんですよね。そういった場合は、やはり自分に問題があるんだな

と。やはり自分を反省して気付かなければ駄目なんですよね、自分自身が。そうすること

によって実践に向かうと。これ実践が出来るか出来ないかでかなり違うんですよ。まあ、

私から言うまでもない、皆さんご存じだと思うんですけれども。そこで手ごたえを掴める

かどうかで、これからの研修の価値が生まれるんです。やはりそこで次の課題を見つける

ってことの仕組み作りは常に人材。先ほど三澤議員もおっしゃったとおり、岡田議員もお

っしゃったとおり、人材の育成の仕組みというのは常に、誰でも言えることなんでしょう

が研修受けた後が大事だなと、そして実践するということ。悪い所はどこだったんだろう

と、そして成果はどうだったんだろう。先ほど●●答弁のとおり、これは２ヶ月に１回報

告があると、このまま３年続ける。大変これはいいことなので是非これは進めてほしいと

いうことをお願いしたい。 

それと、あともう少し私が思っていることを述べさせていただきますけれども。病院づ

くり構想で、やはり理念のもとで本日まで何十年もやってきたんですけども、地域の皆さ

まから信頼されて、満足される医療を提供するということで理念を掲げていますけれども。

やはりそれに基づいて地域の皆さんから信頼されるということは、やっぱりスタッフがし

っかりと対応しないことには前へ進まないと思うんです。これは医師にも言えることだし、

看護婦にも他の事務局にも言えることですけれど。そこを重視してやって行って、新しい

院長さんにも多分町長から言うと思うんですけども。これを重視してこれから新しいグラ

ンドオープンに向けて進めて行ってほしいなと。やはり自治体病院となると経営は人任せ

がどうしても多いものですから、そこが私ちょっと心配なもので、改めて云うのも失礼か

と思うのですけど、やっぱり当事者が意識を持つことによって病院もついてくると思うん

です、職員が。そういう改革を是非やってほしいなと。それが私の言う意識改革に繋がる

と思います。そういう意味で今後、病院は大変問題になっています。どこの自治体病院も

四苦八苦で頑張っていると思います。だけれども、ここはやっぱり話し合えば分かると思

うんですよね、お互いに。お医者さんも人間ですし我々もそうですけど。お医者さんも助

けることによって喜びが出てくると思います。これを是非お医者さんには、生きがいを感

じられるような環境づくりを八雲総合病院は作っていただきたい。いろんなミスで文句言

う人もいますけど、それはそれとして。やはり意識を持ってお医者さんに頑張ってもらう
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環境を、それをやることによって若い医者も選ばれると思うんですよ、総合病院。こうい

うことをきちんとやっているんだ、町民も一緒に病院構想に協力しているんだと。安心だ

ね、勤めるの安心だねと。で、技術も学べると。そしてこれからも北大に医局に頼ってき

ていますけれども、内科も札幌医大とか旭川医大とか、これからさらに３月 26日新幹線が

オープンすることで、東北にも足運んで弘前、秋田、岩手と、そちらの方に２時間くらい

で着きますので、ぜひですね、そちらにエリアを広げて優秀な医者を連れて来れるように。

結構、函館もそちらから連れてきているんですよね、私の知っている範囲で。結構、岩手

医大、弘前、秋田医大と、そういうエリアを広げることによって、選べる側、それは先の

話になりますけれども。それぐらいの気持ちでこれから八雲総合病院の運営に、八雲町長

が最高責任者ですので。設置者なので、やってほしいということで、私の答弁に代えさせ

ていただきます。 

以上です。 

○議長（能登谷正人君） 答弁はいらないですね。 

○９番（牧野 仁君） いいです。 

○議長（能登谷正人君） 以上で牧野仁君の質問が終わりました。 

 これをもって通告の質問が全部終わりました。一般質問を終結いたします。 

 以上で本日の議事日程は全部終了いたしました。 

 

◎◎◎◎    休会の議決休会の議決休会の議決休会の議決    

○議長（能登谷正人君） お諮りいたします。３月 10 日に設置されました予算特別委員会

における付託議案審査のため、３月 14日から 17 日までは休会することにいたしたいと思

います。これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（能登谷正人君） ご異議なしと認めます。 

 よって、そのように決定いたしました。 

 

◎◎◎◎    散会宣告散会宣告散会宣告散会宣告    

○議長（能登谷正人君）  本日はこれをもって散会いたします。 

 次の会議は、18 日午前 10時の開議を予定いたします。 

 

〔散会 午後 ４時２６分〕 


